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午前１０時００分 開議

定足数に達しており○議長（馬場騎一君）

ますので、２日目の本会議を開きます。

議事に入る前に、去る８日設置されました

決算審査特別委員会、予算審査特別委員会及

び条例等審査特別委員会の３特別委員会の委

員長、副委員長の互選の結果を報告します。

決算審査特別委員会委員長森三郎委員、副

委員長小比類巻正規委員、予算審査特別委員

会委員長舩見亮悦委員、副委員長春日洋子委

員、条例等審査特別委員会委員長太田博之委

員、副委員長天間勝則委員と、それぞれ決し

ました。

それでは、本日の議事は、お手元に配付し

ております議事日程第２号をもって進めま

す。

─────────────────

◎日程第１ 議案第１２３号

日程第１ 議案第１○議長（馬場騎一君）

２３号を上程します。

この議案は、本日、執行部より追加議案と

して提出されたものです。

─────────────────

◎日程第２ 提案理由の説明

日程第２ 提案理由○議長（馬場騎一君）

の説明を願います。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

議案第１２３号三沢市国民健康保険条例の

一部を改正する条例の制定について、その提

案理由を御説明申し上げます。

この議案は、健康保険法施行令の改正に伴

い、三沢市国民健康保険の出産育児一時金の

額を改めるため提案するものであります。よ

ろしく御審議方お願い申し上げます。

─────────────────

◎日程第３ 議案の説明

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

ただいま上程しました議案に対する当局の

議案説明は、会議規則第３７条第２項の規定

により省略したいと思います。これに御異議

ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案の説明は、省略します。

─────────────────

◎日程第４ 質 疑

日程第４ 上程しま○議長（馬場騎一君）

した議案に対して質疑を行いますが、この

後、１５日、１６日と特別委員会も予定して

おりますので、大綱的なものに絞って質問を

願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようでございま○議長（馬場騎一君）

すので、この議案に対する質疑を終わりま

す。

─────────────────

◎日程第５ 議案の付託

日程第５ 議案の付○議長（馬場騎一君）

託を行います。

お諮りします。

ただいま上程しました議案の審議に当たり

ましては、去る８日設置されました条例等審

査特別委員会に付託の上、慎重に行いたいと

思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第１２３号は、条例等審査特

別委員会に付託することに決しました。

─────────────────

◎日程第６ 市政に対する一般質問

日程第６ 市政に対○議長（馬場騎一君）

する一般質問を行います。

お手元に配付しております質問一覧表のと

おり進めます。

１２番野坂篤司議員の登壇を願います。

おはようございま○１２番（野坂篤司君）

す。市民クラブの野坂篤司が、通告に従いま

して一般質問をさせていただきます。

全世界が注目するアメリカ大統領選挙に変

革を掲げて旋風を起こしたバラク・オバマ上
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院議員が、４７歳という若さで次期アメリカ

大統領に当選いたしました。

一方では、アメリカが起こしたサブプライ

ムローン問題に端を発した金融危機は、日本

経済をも大きく巻き込んでおります。私たち

に関係がない、三沢市にも余り関係ないと思

われていた世界の動きが毎日変化し、その変

化を直接実感している昨今であります。

三沢市のスローガンは、「人とまち みん

なで創る 国際文化都市」であります。

国際文化都市とはどんな都市をイメージす

るでしょうか。私は、異文化の国際理解、そ

のような思いであります。それを実感するた

めに、微力ながら当時の青年会議所の仲間

と、できることから始めようということで三

沢国際クラブを創設し、ジャパンデーやアメ

リカンデーを２０年間にわたり企画、開催し

てきたのであります。

その経験を踏まえ、異文化の国際理解の視

点から、はじめに、三沢市国際交流教育セン

ターの活用について質問させていただきま

す。

近年、世界的なインターネットなどの普及

に伴い、経済や文化面において著しく国際化

が進んでおり、その情報処理に適した人材が

求められています。

そのような中にあって、三沢市はいち早く

国際社会に貢献できる人材育成の重要性を認

識し、三沢地域学園都市・地区基本計画策定

調査報告書をまとめ、国、県への働きかけを

した結果、平成１６年、三沢市国際交流教育

センターが完成し、オープンしたのでありま

す。

平成１７年には、市内全小学校が構造改革

特別区域研究開発学校設置事業の適用を受

け、英語教育推進特区に認定されるなど着実

に実績をつくりました。

県に対しても、国際系の高等教育機関の設

置を重点要望として働きかけ、努力してきた

経緯があります。その努力を現実にするため

に何らかの方法が必要であると考えられま

す。

三沢市には、県立高校が２校あります。大

学進学率も最近は向上しております。しか

も、三沢高校には英語科もできているのであ

ります。地元に短大レベルの国際外国語科も

しくは国際情報科などの専門学校があれば、

多くの進学希望者が就学できるのでありま

す。

三沢市国際交流教育センターは、当市が持

つ国際性を生かした、他自治体にない特徴的

な施設でありますが、現在の使用状況を見ま

すと、施設が有する機能を生かした利用が図

られていないような、そんな思いがいたしま

すが、現在の利用状況と今後の活用をどのよ

うに考えているのか、伺います。

次に、新三沢市立三沢病院問題について質

問させていただきます。

新三沢病院は、平成２２年１１月開院予定

であり、市民の期待が膨らむばかりでありま

す。

しかし、よいことばかりではありません。

今、公立病院を取り巻く経営環境に格差が出

てきています。兵庫県のある公立病院では、

休日や夜間、軽症であるにもかかわらず、安

易に救急外来に駆け込む、いわゆるコンビニ

受診が多く、医師や看護師さんの過酷な労働

が重なり、退職を余儀なくされることになり

ました。

しかし、公立病院に通院している有志の

方々が、このままでは自分たちの病院が危な

いという危機感から、このような冊子、「病

院へ行く、その前に…フローチャートチェッ

クシート」、いわゆる温度が幾ら、頭がどの

くらい、いろいろな処理があって、それを

チェックをすると、今、自分の状態がこうだ

ということがわかるようになっております。

その小冊子を医師の協力のもと自主的につ

くったのであります。そのことが患者の家族

とお医者さんや看護師さん、さらにかかりつ

け医院の相互理解が図られ、よい病院として

立ち直ったということが報告されています。

今、全国的に医師不足や看護師不足が問題

になっています。しかし、現実には不足して
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いるのではなく、勤務したい病院と勤務した

くない病院の格差があるということが言われ

ているのであります。

人はだれでも、その存在を認め、その存在

に感謝され、尊敬される環境が働きやすい環

境であります。つまり、生きがい感ややる気

づくりにつながるのであります。

新三沢病院開院２年前の今こそ、病院関係

者と市民を中心とした、仮称でありますが、

楽しい病院協力隊のようなボランティアをつ

くり、コンビニ受診対策の仕組みづくりや、

医師会を中心としたかかりつけ医院の利用の

仕組みづくりが必要だと思いますが、いわゆ

るコンビニ受診に対する対応と、病院の機能

を最大限に発揮する仕組みづくり、そして、

その啓蒙活動をどのようにするのか、伺いま

す。

次に、今後の病院経営のあり方について伺

います。

１０月９日に、全国自治体病院経営都市議

会協議会主催の地域医療政策セミナーを研修

させていただきました。

講師はこのように話しています。病院を１

００億円も２００億円もかけて建設しても、

お医者さんがいなければただの箱でありま

す。したがって、病院経営には、病院経営の

専門知識を持った経営者でなければ大変難し

い時代が来ていると話していました。

特に、自治体病院の経営は難しく、市民の

健康と福祉向上のため、質の高い医療を提供

することが目的でありますことから、不採算

部門も診療科目に置かなければならないので

あります。さらに、高度で高額な医療器具・

設備も備えなければならないのであります。

その目的のために税金を投入しているのであ

りますが、限度があります。

そのような難しい経営の時代を迎えなが

ら、多くの自治体病院は、その多くの経営者

が首長であります。実際の経営者である病院

長に予算権も人事権もないのであります。

全国的な事例を見ますと、最近の病院経営

において、自治体病院経営でありますが、公

設民営や独立行政法人などの手法があり、病

院長や事務長を中心とした経営者が予算権と

人事権を持ち、市の別組織で運営されている

事例が出てまいりました。

ある本にこのようなことが書かれていま

す。生まれ持った才能の差は５倍だが、やる

気の差は１００倍になる。このことは、人間

のやる気づくりの大切さを教えています。会

社でも病院でも役所でも、組織の要諦はやる

気づくり、この１点に尽きると思いますが、

今後５年後、１０年後、病院の経営をどのよ

うに考えているかを伺います。

次に、福祉問題であります。

私は、３年前、同級生で還暦祝賀会を開催

いたしました。それからわずか３年で３人の

同級生が亡くなり、５年後に、いわゆる６５

歳に同期会を開催する予定でありましたが、

ほとんどの人が待てないということで、こと

し６月に開催したことがあります。そのとき

の話題は、認知症や介護の話でした。私たち

の年代が、親の介護の最前線に立たされてい

る事実を知ったのであります。いわゆる老老

介護というものでしょうか、その会話の中か

ら二つの問題について質問させていただきま

す。

はじめに、高齢者福祉としての介護用品の

品目拡大についてであります。

介護保険制度は、平成１２年度にスタート

し、毎年のように法改正や基準の見直しがさ

れながら、もうすぐ１０年を迎えようとして

います。２０年度一般会計では、在宅寝たき

り老人等扶助費として、紙おむつ支給の経費

が計上され、さらに、介護保険特別会計でも

同様のものが計上されています。しかし、現

実にはそれだけではなく、ドライシャンプー

や防水シート、消臭剤など多くの介護用品の

必要品目があります。

このような切実なる現実を踏まえ、一般会

計、特別会計の枠にとらわれることなく、こ

れらの類似制度の統廃合や移行などを検討

し、市民の利便性を図るべきだと思います。

そして、制度見直しの結果、支給品目を可能
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な限り拡大し、高齢者の方々がその時々の必

要性に応じて品目を選べるような仕組みにつ

くりかえることができないかを、あわせて伺

います。

次に、元気な高齢者の生きがいづくり支援

についてであります。

介護支援の重要性は声高に叫ばれておりま

すが、一番大切で、その努力を尊重されなけ

ればならない元気な高齢者の支援が、ともす

れば軽視されることもあります。

幸い三沢市では、元気な高齢者が参加する

認知症予防事業や転倒防止事業などを実践

し、特におらほの寺子屋は、健常高齢者の生

きがいづくりや趣味の場として十分機能して

おり、利用者の評判も極めて良好だと聞いて

おります。

しかしながら、利用者の方々から聞きます

ところによりますと、設立３年目から、おら

ほの寺子屋は介護予防事業の一環として位置

づけられていることから、市の指導や支援が

なくなると聞いております。

このような元気な高齢者の支援は、予防医

学的見地から見ても非常に重要な施策である

と認識しております。今後において、元気な

高齢者支援のために、このような事業を継続

し、存続させる考えがないかを伺います。

最後に、防犯対策による空き家状況につい

て伺います。

私は、本年６月開催の三沢市議会第２回定

例会において、三沢市の空き家対策について

質問させていただきました。その答弁は、秋

ごろまでに町内会長さんや補導員の皆様方に

お願いして調査をするとの答弁でありまし

た。

空き家対策問題は、隣近所に空き家がない

と余り気にしませんが、隣近所にありますと

防犯上大変気になるものであります。今回の

調査が的確に行われることにより、三沢市各

町内会の方々の安心・安全が飛躍的に向上さ

れるものと確信しております。

そこで、質問いたします。調査の結果を市

民にどのように周知し、防犯対策に対し、ど

のように活用していく考えがあるのかを伺い

ます。

以上で、私の質問を終わらせていただきま

す。御清聴ありがとうございました。

ただいまの１２番野○議長（馬場騎一君）

坂篤司議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

野坂議員さんの御質○市長（種市一正君）

問のうち、三沢市国際交流教育センターの活

用についてと、元気な高齢者生きがい支援に

ついては私から、そのほかについては副市長

並びに関係部長等から答弁させますので、よ

ろしくお願いいたします。

御質問の三沢市国際交流教育センターの活

用についてお答えをいたします。

三沢市国際交流教育センターは、当市なら

ではの特性を生かし、市民の皆様の国際理解

の促進と、国際社会に対応できる人材育成を

図るため、市民の方々や外国人が自由に集

い、相互理解と交流を深めることのできる施

設として、平成１６年５月にオープンいたし

ました。

当センターでは、異文化に触れる機会の提

供、交流の場の提供を目的として、各種語学

講座や、あるいは異文化理解教育講座等を開

催しているほか、民間団体が主催しての各種

イベントや交流会など多彩な活動が行われて

おります。

私としては、国際交流化時代を迎えた今日

におきまして、当市の地域特性を生かした、

さらなる人材育成の必要性を認識していると

ころでありまして、これまでの県に対する高

等教育機関の設置要望を踏まえながらも、市

として実現可能な人材育成のあり方等につい

て検討する三沢市国際教養教育推進研究会

を、去る１１月１８日に立ち上げたところで

あります。

先般行われた同研究会では、三沢市国際交

流教育センターの機能を十分に発揮するため

には、核となる組織などが必要であり、基地

内大学の活用のほか、専門学校や、あるいは
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各種学校などの教育機関を設ける必要性な

ど、さまざまな御意見が出されたところであ

ります。

市といたしましては、同研究会の今後の検

討結果を踏まえまして、同センターの活用に

よる新たな人材育成のあり方について、早急

に方向性を整理してまいりたいと考えており

ますが、私の思いとしては、より多くの市民

の方々が、より豊かな国際感覚を持てるよう

な、国際文化都市三沢にふさわしい人づくり

の拠点として、その機能を生かすことを心か

ら思い描くものでありまして、議員の皆様方

の御理解を得ながら、ともに取り組んでまい

りたいと考えております。

次に、福祉問題の元気な高齢者生きがい支

援についてお答えをいたします。

現在、市では、今後さらに高齢化率が上昇

すると考えている高齢社会に向けまして、高

齢者が要介護状態になることをできるだけ防

ぎ、そして、住みなれた地域で安心して元気

に生き生きと暮らせる社会づくりの実現を目

指しまして、筋力の低下による転倒や認知

症、生活意欲の低下、閉じこもりなどの予

防、そして、生きがいづくりなどを実施いた

しまして、自立度の高い、まさに元気な高齢

者をふやすことを目的とした介護予防教室を

開催しているわけであります。

このような介護予防教室は、市の指導や地

域支援事業の予算等によりまして、市内４カ

所の在宅介護支援センターへの委託事業によ

り実施しておりまして、平成１９年度から活

動を開始した八つの団体、平成２０年度から

活動を開始いたしました四つの団体、そし

て、自主事業により活動しております六つの

団体、計１８団体の介護予防教室の指導、支

援などを実施しておりまして、また、新たな

地域の団体を開拓し育成するため、２年間の

指導、支援を行った団体につきましては、各

団体の自主事業に移行していただくこととし

ておるわけであります。

これまで社会に貢献されてきました高齢者

の方々が、元気に生きがいを持って、自立度

の高い生活を送ることは、私どもすべての願

いでありまして、さらには、医療費、介護給

付費等の抑制にもつながるとのことから、多

くの元気な高齢者の方々が社会参加できる活

動拠点の場の普及は、今後とも継続して取り

組むべく課題であると思っております。

このことから、新たな活動団体の掘り起こ

しや、さらには、活動３年目以降の団体につ

きましても、活動費等の助成など具体的な支

援策を実施してまいりたいと考えておりま

す。

私からは、以上であります。

副市長。○議長（馬場騎一君）

新三沢市立三沢病○副市長（大塚和則君）

院問題の第２点目、今後の病院経営のあり方

についてお答えをいたします。

総務省によりますと、公立病院の経営状況

は、近年、急激に悪化しておりまして、平成

１８年度において、全国９６８の公立病院の

うち４分の３に当たる７２１病院が経常赤字

とのことでございます。

当院は、平成１１年度から１９年度まで黒

字決算を続けておりますが、医療制度の改革

や診療報酬のマイナス改定、さらには医師及

び看護師不足など、病院を取り巻く環境は非

常に厳しい状況でございます。

このような中にありまして、良質な医療

サービスを提供し、将来にわたって安定的、

継続的に当院が地域医療における中核的役割

を担っていくためには、医療環境や経営状況

の変化に応じた柔軟で弾力的な病院経営が求

められているところでございます。

病院経営のあり方といたしましては、議員

さんがただいま御提案のようなさまざまな方

策が考えられるところでございますが、それ

ぞれに長所、短所があると思われますことか

ら、今後、慎重な検討が必要であろうという

ふうに考えております。

市といたしましては、当面は現状を維持し

てまいりたいと考えておりますが、いずれに

いたしましても、三沢市立三沢病院にとっ

て、そして、何よりも地域住民にとって、現



― 20 ―

状を含めてどの経営形態が最もふさわしいの

か、今後十分に研究・検討してまいりたいと

いうふうに考えておりますので、御理解のほ

どをお願いしたいと思います。

以上でございます。

民生部長。○議長（馬場騎一君）

空き家対策問題○民生部長（宮崎倫子君）

についてお答えいたします。

空き家対策について、第２回定例会後に市

内の全町内会長さんに御協力をいただきまし

て、空き家把握調査を実施いたしました。そ

の結果、総件数１３２戸、そのうち管理され

ているもの７３戸、管理されていない、ある

いは管理されているかどうか不明なもの５６

戸、廃屋状態で危険と思われるもの３戸であ

りました。

危険と思われもの３戸につきましては、既

に所有者などに対応をお願いしたところであ

りますが、一般的に空き家は個人の財産であ

り、御近所の方はもちろん、行政でも勝手に

処分できないのが現状であります。また、所

有者も、権利関係が複雑に絡み合い、直ちに

処理できないことが多く、空き家問題の解決

を困難にしております。

現在、管理されていない、あるいは管理さ

れているかどうか不明な空き家の所有者の確

認作業を行っており、確認後は、適正な管理

をお願いしてまいりたいと考えております。

管理者が不明な空き家は、防犯上の観点か

らも、巡回や見守りが重要であると認識して

おります。このようなことから、三沢警察署

をはじめ、防犯協会や青少年補導員などの関

係団体にも御協力いただき、引き続き巡回を

実施してまいります。

いずれにいたしましても、空き家は今後も

ふえていくと予想されますことから、町内会

長さんからも情報提供をお願いしながら、非

行防止、防犯対策に努めてまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

福祉問題○健康福祉部長（米田光一郎君）

の高齢者福祉としての介護用品の品目拡大に

ついてお答えいたします。

現在、要介護認定調査により、要介護４ま

たは５と認定され、寝たきりの高齢者の方で

在宅で介護を受けている方を対象に、介護費

用の負担軽減を図るため、紙おむつを一般会

計予算と介護保険特別会計予算からそれぞれ

支給しております。一般会計予算では、課税

世帯の対象者へ、介護保険特別会計では、地

域支援事業予算により、非課税世帯への対象

者へ紙おむつを支給しております。

御指摘のように、寝たきり高齢者の介護に

必要となる介護用品は、紙おむつだけでな

く、ドライシャンプー、防水シート、使い捨

て手袋、清拭剤、そして、口腔ケア用品など

数多くの品目があります。このことから、品

目拡大は市民の方々に対して大変有益である

と考えております。このことから、紙おむつ

だけでなく、介護用品の支給品目拡大を実施

してまいりたいと考えております。

以上であります。

病院事務局長。○議長（馬場騎一君）

新三沢○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

市立三沢病院問題の第１点目、コンビニ受診

対策についての御質問にお答えいたします。

御質問の、いわゆるコンビニ受診とは、近

年、マスコミなどで報じられておりますよう

に、軽症患者が気軽に夜間や休日に病院を受

診することの例えで言われております。この

ことにより、救急指定医療機関の本来の責務

である緊急で重症な患者への対応に支障を来

しているなど、全国的な問題となっておりま

す。

さらには、当直で診療に当たる医師、看護

師にとりましても非常な負担増となってお

り、このことが勤務医や看護師離れの大きな

要因ともなっていると言われております。

市立三沢病院は、現在、三沢市内唯一の救

急病院として、夜間や休日を含め２４時間態

勢で診療に当たっております。

また、救急患者として年間約１万人の方が

受診され、そのうち入院が必要な重症な患者
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さんは年間約１,０００人であり、残りの９

割は歩いて帰宅できる軽症患者となっており

ます。このような時間外における軽症患者の

増加は、当然のことながら病院経営を圧迫し

ております。

救急告示病院として、患者の受け入れは拒

否できませんが、当院の小児科においては、

１０年ほど前から、患者の症状に応じて家庭

でもできる対処法を保護者の方々に十分に説

明し、理解をしていただくよう努めるととも

に、慌てて病院に駆け込まなくてもよい症状

の見きわめ方などの指導の取り組みにより、

小児科の時間外診療の患者数は減少しており

ます。

時間外診療につきましては、患者さん側の

モラルによるところが大きいことから、救急

医療の現状や重要性などを市民の皆様方にお

知らせし、理解を深めていただくとともに、

かかりつけ医制度の周知、推進を図り、本

来、救急医療を必要とする患者さんに対し、

適切な医療を速やかに提供できるよう努めて

まいります。

以上でございます。

１２番。○議長（馬場騎一君）

再質問させていた○１２番（野坂篤司君）

だきます。

はじめに、三沢市国際交流教育センターの

話でありますが、今、市長さんのお話を聞か

せていただきました。

私は、大変期待している場面がございます

ので、質問させていただいたのですが、弘前

では専門学校がかなりありまして、専門学校

をまずつくって、それから短大になって、短

大から４大になっていくという、そういう経

緯がかなりあるようであります。

私は、せっかくああいうところにすばらし

いものができておりますので、とりあえずと

言えば大変語弊がありますが、専門学校のよ

うなものができる可能性があるのかどうか。

せっかく三沢市国際教養教育推進研究会と

いうのもつくりました。ぜひ、三沢高校の英

語科が一生懸命やっているのですが、次に行

くステップがないというので、今、定員割れ

も起こしているわけであります。何とか専門

学校の中でも、２年のものから、そこからま

た次に行けるような、そういう部分での専門

学校のようなものが可能性があるのかどう

か、それを再度、再質問させていただきま

す。

二つ目として、空き家対策は大変よく調べ

ていただきまして、本当にありがとうござい

ました。こんなにすばらしく調べているのか

なと感心しているところでありますが、その

中でたった一つ、管理者不明というのがあり

ます。これに関しては、固定資産台帳か何か

ですぐ調べられないものなのかなと、この辺

がちょっと疑問になるわけですけれども、そ

の辺はどうなっているのか、ちょっとお聞き

したいと思います。

そして、福祉問題でございますが、大変御

理解していただきましてありがとうございま

した。

ただ、防水シートやドライシャンプーとか

いろいろ聞いていますが、介護の中で、口腔

ケアというのはどういうふうな関係性がある

のか、いまいち素朴なわけですが、入れ歯な

のか、果たしてそういうものなのか、余り私

たちにはわからないのですが、この辺も、口

腔ケアという関連性を説明いただければと思

います。

三つでお願いいたします。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

市長。

専門学校の可能性は○市長（種市一正君）

あるのかと、こういう御質問でありますが、

御答弁申し上げましたように、今、研究会に

検討をお願いしているところでありまして、

現時点では具体的な対応方法については、そ

の委員会のこともありますので、差し控えた

いと思っております。

民生部長。○議長（馬場騎一君）

空き家問題の再○民生部長（宮崎倫子君）

質問にお答えいたします。

固定資産台帳ということでございましたけ



― 22 ―

れども、それもやはり個人情報にかかわるこ

とでありまして、またそのほかに、先ほど申

し上げましたように権利関係がいろいろ複雑

に入り組んでおりましたりして、簡単にはい

かないというのが実情でございます。ただ、

できるだけ調べたいというふうに考えており

ます。

以上でございます。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

介護用品○健康福祉部長（米田光一郎君）

としての口腔ケアが必要な理由でございます

が、介護用品を必要としている方々は、抵抗

力の弱った方々であります。そのような方々

は、慌てて飲み込んだり、あと、脳血管障害

の後遺症などによって、本来食道に送り込む

べき食べ物を気管に送り込むことがございま

す。このとき、口の細菌が一緒に気管に入り

込みます。これが誤飲性肺炎と呼ばれまし

て、そのような原因となっております。

６５歳以上の死亡原因の４位が肺炎であり

ます。そして、老人性肺炎の約９割が誤飲性

に起因しているというデータがございます。

このことから、口の中を清潔に保つことは、

虫歯予防とか歯周病の予防のほかに、高齢者

にとりましては、肺炎の予防になると。この

ことから、口腔ケアは、介護度の上がってい

くことの抑止力になると考えております。

以上が、口腔ケア用品が介護用品として必

要な理由でございます。

以上で、１２番野坂○議長（馬場騎一君）

篤司議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

９番附田一議員の登壇を願います。

９番、無会派の附田○９番（附田 一君）

一でございます。通告に基づきまして質問さ

せていただきます。

まず最初に、市の墓地公園に、無縁者で故

人となった方々の納骨堂あるいは納骨塚を設

置すべきと思いますが、その考えについてお

伺い申し上げます。

市内の住職さんから、市役所に依頼され、

身寄りのない方々の遺骨を預かっている。他

のお寺さんも預かっていると思うが、市の墓

地公園に墓石を建立し、失礼ながら、まとめ

て供養することができないものかの相談を受

け、質問に至ったわけであります。

担当課に調べていただきましたところ、１

０月現在で、中央院さんに５柱、瑞泉寺さん

に４柱、大雄寺さんに４柱、大聖寺さんに２

柱、玉泉寺さんに２柱、合計１７柱でありま

す。これは、ここ数年来の記録ですから、そ

れ以前あるいは昭和の時代には、幾らあるか

わからないということでありました。

住職さんと私の言わんとすることにつきま

しては、ほぼ同様に、平成１８年１２月定例

会におきまして、野坂議員が質問いたしてお

ります。会議録の答弁を一読したところ、

「三沢市墓地公園内に、このような身寄りの

ない方々のための墓や霊塔などを設置するこ

とにつきましては、当市の墓地公園には寺の

施設及び住職がいないため、永代供養などが

困難であることから、市内のお寺の永代供養

墓地などを御利用していただきたいと考えて

おります」と末尾にありました。

私の認識違いであれば大変申しわけないの

ですが、どこの市町村の墓地公園にお寺が、

そして住職さんがいるのでしょうか、聞いた

ことがありません。

また、お寺の永代供養墓地などを御利用い

ただきたいと考えております──御利用いた

だきたいと言っても、身寄りのない方、縁者

がいない方のことを論じているには、その回

答にしては的を射ていないと思いますが、ど

うでしょう。

もう一つ、答弁の中に、２年前の時点であ

りますが、｢６５歳以上のひとり暮らしの高

齢者は８５９人と把握しております。このう

ち身寄りのない方につきましては、個人的な

事情などから実態の把握は困難な状況でござ

います」とあります。身寄りのあるなしにつ

いての把握、これはしようがないことと思い

ますが、そうあっては大変悲しいことであ

る、いわゆる孤独死は、人情紙風船、そして

人間砂漠と言われる今日、さらにふえること
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が予想されるところであります。

この原稿を書く段に至り、住職さんと私、

そして、２年前に質問された野坂議員の思い

について、憲法で言う政教分離論を盾に、で

きないの回答が脳裏をよぎりました。

がであります。インターネットからの情報

で、北海道新聞、２００７年９月２３日付

に、｢増える無縁仏 引き取り拒む親族も」

の見出しで、札幌市が２００６年度に無縁仏

として引き受けた遺体の数は２５体、旭川市

では２１体、札幌、旭川、函館を除く全市町

村では１６体で、都市部での多さが際立つ。

「札幌市の場合、遺骨は同市豊平区の平岸霊

園の納骨堂に三年間保管し、引き取り手が現

れなければ、墓を持たない遺骨を納める隣接

の「納骨塚」に合葬」との報道であります。

また、千葉県浦安市では、核家族化や高齢

化が進む社会情勢の中で、死後を祭られるこ

とのない市民の増加が予想されます。時代の

移り変わりに対応すべく、集合廟を計画して

いるとの情報もあります。

ときに、県内はと、青森、八戸、弘前、十

和田各市に問い合わせいたしましたところ、

八戸、弘前、十和田市にはそのような施設は

ないとのことでありました。青森市について

は、三内霊園に無縁塔を設け、供養している

とのことであります。

この青森市のことでありますが、三沢市墓

地公園に勤務したことのある職員の方から、

上司の命を受け、無縁塔について、三内霊園

に視察に参ったことがあると聞きました。こ

のことは、その必要性を十分に認識していた

からこそと思うものであります。公園整備当

初の担当部課長、職員の方々の考え方は、極

めて時宜を得たものであり、高く評価するも

のであります。

予算のことでしょうか、担当者の異動がそ

うさせたのでしょうか、立派な考え方が立ち

消えになり、先ほど申し上げましたような答

弁になってしまっていることが残念でありま

す。

さて、三沢市は、米軍進駐以来、基地城下

町として栄えてまいりました。この間、全国

から雇用の場を求め、たくさんの人々がこの

三沢に参り、定住していることは衆目が認め

るところであります。これらのことから、県

内他市町村に比し、短絡的ではありますが、

無縁者がふえることが予想されるところであ

ります。

以上のことから、私は、今後ともお寺さん

の厚意をよすがとしてまいることはいかがな

ものかと思うものであります。三沢市の発展

に寄与してまいった方々の霊を慰めるため、

他市の例に倣うまでもなく、早急に納骨塚等

の建立を願うものであり、その御所見をお伺

いするものであります。

次に、公共施設における身体障害者専用駐

車場についてお伺い申し上げます。

関係の方から、お昼に用事を足そうと市役

所に参ると、僭越ながら我々身体障害者用の

駐車場として確保いただいているところに、

健常者の車や出前の車がたびたびとまってい

て利用できず、難儀することがある。そのよ

うな声が寄せられました。

多分、北側玄関わきのことと思いますが、

確認したところ、表示板が少し小さいような

気がいたします。冬場になりますと黄色の表

示も見えにくくなり、どなたでもうっかり駐

車することと思います。

三沢市の身体障害者手帳保持者は１,５４

３名おります。このうち何名の方が車を運転

するのかわかりませんが、相当数いるものと

予想するところであります。そしてまた、こ

の方々が市役所をはじめ、さまざまな公の施

設を利用していることも予想されます。

過日、十和田市にあります法務局に参った

折、身体障害者専用駐車場が２台分あり、な

おかつ、車いすに乗りかえることに配慮した

のでしょうか、屋根がついておりました。新

しい庁舎と言えばなんですが、なかなか行き

届いたことと感心してまいりました。この行

き届きでありますが、生活弱者の皆様にはと

りわけ配慮すべきが行政の役割ではないで

しょうか。
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そこで、三沢市の場合、各施設にそれぞれ

身体障害者に対する専用駐車場が確保されて

いるのでしょうか、その有無と確保台数につ

いてお尋ねいたします。

また、最も利用されていると思われる市役

所には、現在３カ所、４台分のスペースが確

保されておりますが、北側玄関口に３台ぐら

いに集約したほうが、より利便性が増すので

はないでしょうか。そしてまた、法務局のよ

うに屋根を取りつける配慮も必要と思います

が、あわせてお尋ね申し上げるものでござい

ます。

次に、市職員の人事について質問させてい

ただきます。

人事問題については、昨年の第３回定例会

において、主に昇任試験についてお伺いいた

しましたが、このたびは、女性職員の管理職

への登用及び大幅な定期人事異動をすべきの

見地から質問するものであります。

まず最初に、女性職員の管理職への登用に

ついてであります。甚だ申しわけないのです

が、行政職についてのみ申し上げさせてもら

います。

現在、部長１２名中、女性は１名、参事１

２名中ゼロ、課長３４名中１名、副参事１１

名中３名、課長補佐５６名中８名となってお

ります。総計しますと、１２５名中１３名で

あり、約１割ということになります。国際文

化都市の標榜、そして、男女共同参画社会・

みさわハーモニープランの推進を力強く言っ

ているには極めて少ない数ではないでしょう

か。

群馬県足利市の場合、課長以上８４名のう

ち女性は２名だそうであります。三沢市の場

合、課長以上５８名のうち２名であり、パー

センテージでは少し高いのですが、五十歩百

歩といったところではないでしょうか。統計

書を見ますと、この状況は、県内はじめ、ど

この市町村も同じようであります。

足利市では、この事実は、１、採用時に問

題あり──これは多分採用人数のことと思い

ます。２、女性職員自体が管理職を望まない

のどちらかであると断じております。そし

て、どちらにしても、男女共同参画に肩入れ

するのであれば、適材適所の人事配置の観点

から、大いに改善すべき、そしてまた、広範

囲にわたる市役所の業務のゆえ、女性の方が

向いているポストもあるはず、さらに、女性

職員自身がもっと上のポストで活躍したいと

思えるような環境づくりをしなければならな

いとしております。

男女共同参画社会基本法が制定されてから

およそ１０年、みさわハーモニープランの制

定から間もなく７年を経ようとしておりま

す。

この基本法に、男女共同参画社会とは、

「男女が、社会の対等な構成員として、自ら

の意思によって社会のあらゆる分野における

活動に参画する機会が確保され、もって男女

が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的

利益を享受することができ、かつ、共に責任

を担うべき社会」とあります。

また、みさわハーモニープランのダイジェ

スト版を見ますと、法に倣った四つの基本目

標等が記されてあります。その中の職場では

の項を見ますと、男女格差、性別、役割分担

意識が解消され、女性と男性が対等に働くた

めの環境整備を推進しますとあります。この

部分は、足利市の、環境づくりをしなければ

ならないよりは一歩も二歩も進んだ表現であ

ると思います。

であれば、何事にも言えることと思います

が、市役所が範を垂れるべく実行しなけれ

ば、民間団体、企業の方々にその理念が浸透

していかず、ハーモニープランも絵にかいた

もちではないでしょうか。

ポストは人をつくると言われます。躊躇な

く次期人事異動では、女性管理職を大幅に誕

生させるべきと思うものですが、その見解を

お伺い申し上げます。

また、現在、管理職にある方々は、部長職

を除いて、まだまだ上があるのですから、特

に配慮すべきと思いますので、つけ加えさせ

てもらいます。
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次に、定期人事異動についてであります。

あなたの偏見と言われるかもしれません

が、どうも我が市役所は、昨年申し上げまし

たとおり、太陽族と衛星族に色分けされてい

るような気がしてなりません。ひとり人事異

動のみならず、付随する昇進についても、し

かりと思っているものであります。

その昔、酒席において先輩から、人事にも

掃きだめが必要との発言があり、遺憾きわま

りなく、まさに口角泡を飛ばし激論したこと

があります。

職員の皆様は、全体の奉仕者として三沢市

のため頑張る決意をもって奉職しているはず

であります。いつまでも衛星族、いつまでも

係長、これでは、やる気、根気、熱気も失せ

てくるのはどなたも一緒かと思います。職員

の皆様の士気を鼓舞する、だから人事異動で

あり、昇進であります。

マックテレビに、市長と子供たちが昼食を

一緒にいただいているほほ笑ましい光景が

映っておりました。まことに結構なことであ

ります。

少し対象は違いますが、北海道のある町長

が、職員の方々と昼食を一緒にとり、さまざ

まな意見交換の中で、若い女性職員が特産の

トマトについて語り、オオカミの桃と名づ

け、ジュースにして販売しましょうと提案し

たそうであります。オオカミの桃の由来、意

味については忘れましたが、すごい売れ行き

だと二十数年前のその町長の講演を聞いたこ

とがあります。

この町長に倣えと申しませんが、市長独自

のアイデアで、職員の皆様とより多く接する

機会をつくるならば、人事評価表、他者から

の人物評価に加え、さらに人となりを理解で

き、異動に反映させることができるのではな

いでしょうか。

前回の異動は小規模であったと記憶してお

ります。これは、市長就任間もないことであ

り仕方なく思いますが、事人事に関し、閉塞

感ありありと映る現状を変えなければと思う

ことしきりであります。

「変わらずに生き残るためには、変わらな

ければならない」。イタリアの名匠と言われ

た映画監督が言った言葉だそうであります

が、まさにと思うところであります。

以上のことから、新生三沢城としての大幅

な人事異動をすべきと思いますが、その見解

をお伺い申し上げます。

いま一つ伺いたいことは、他市、他町から

通勤している職員に対し、納税がどうのと、

その評価について、あらかじめの蔑視がある

ように思えてなりません。したがって、昇進

もおくれることになります。

どこから通勤しようが、三沢市のため働い

ているのであります。この蔑視についてもお

伺いするものであります。

なお、申し上げました中での女性職員、係

長、他市町村から通勤している職員の方々の

表現につきましては、あくまでも私個人とし

て、職員であった時代から感じていることで

すので、申し添えさせていただきます。

最後に、アメリカ村について質問させてい

ただきます。

９月の定例会においても、市政に厳しい御

仁の話をしましたが、再びであります。この

たびは、極端に申し上げれば、会う人、会う

人からであります。

アメリカ村はどうなっているのよ、おまえ

たち議員は何をしているのよ。一連の新聞報

道からのＭＧプラザ建設工事の中断のことで

あります。

前回、私は、「アメリカ村がにぎわいを見

せることが、市民の理解を得る唯一の命綱で

ある」、そして、だめにならないように、市

民みんなで応援する気持ちが必要と結びまし

た。がであります。頼みのＭＧプラザが報道

のとおりであれば、厳しい御仁方の意見に恥

ずかしながら反論するすべがありませんでし

た。

建設資材の高騰、金融機関からの融資が受

けられないの理由から規模縮小、そして、開

業時期大幅おくれとのことですが、その道に

詳しい人が、鉄筋がむき出しの状態が長く続
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くと腐食の原因となり、これから建屋の工事

をしても、耐震・免震もおぼつかなくなると

言っておりました。心配であります。

昨年発刊された広報みさわ臨時増刊号、三

沢市の会計簿で、実質公債比率を説明してお

ります。この数値が１８％を超えると、借金

をするときに一部制限を受ける。三沢市の数

値は２０.３％で、県との協議が必要な許可

団体。これからアメリカ村建設や病院建設な

ど、高額な費用がかかる事業を抱えており、

このまま行くとさらにこの数値は高まること

が予想されますとあります。

実質公債比率２０.３％は、県内１０市

で、黒石市の２３.７％、むつ市の２２.３％

に次ぐワーストスリーであります。４０市町

村においても、ワーストフォーティーンであ

ります。このような状況にありながらも、市

民は渋々アメリカ村を容認してきているはず

であります。心配しないほうがおかしいので

あります。

市のホームページで、アメリカ村推進課が

公表しているところを見ますと、土地区画整

理の活用により、「商業集積及び店舗の連担

性を図るとともに、景観に統一性のある街並

み「アメリカ村」を整備する」。そしてま

た、「テナントミックス型共同店舗に輸入雑

貨店・飲食店を集約した楽しめる商業核の形

成を「アメリカ村広場」周辺に展開する」な

ど、立派な文言が７ページにわたって載って

おります。

このようなことから、私が今まで見聞きし

た限りでは、官主導であったは否めないので

はないでしょうか。百歩譲って、官民一体の

事業としても、工事の中断について市長が、

詳しくはＭＧＩから経過説明があることだ、

ＭＧプラザの早期完成に向け努力していただ

きたいと言っております。これでは、市は全

く関係なく、他人事のような表現、発言であ

り、私は唖然といたしました。

ＭＧプラザには、その建設費について市か

ら補助金が出るはずであります。そしてま

た、公共施設として、コミュニティーＦＭ放

送が入居する計画になっているはずでもあり

ます。この放送設備はだれがそろえるので

しょうか、最終的に市が整備することになる

のではないでしょうか。

さらに、アメリカ村広場の整備、店舗の移

転補償、国から補助はあるとはいえ、すべて

市の財政投入が絡んでいるはずであります。

かつて、レーガン大統領が、信頼せよ、し

かし、検証せよと言っております。私ども議

員に最も言える言葉であり、認識を新たにし

ているところでもあります。

さて、甚だ申しわけない言い方になります

が、この期に及び、金融機関からの融資が受

けられないなどと、事務レベルでの補助対象

団体の体力等への検証がしっかりしていたの

でしょうか、いささか疑問に思うものであり

ます。

市民は、この事業が頓挫した場合、店舗を

新しくしただけで、にぎわいの創出ができな

かった場合、だれが責任をとるのかといきり

立っておりますよ。

私は、市長に責任などとやぼなことは申し

ませんが、首長として、他人事のような危機

感のない発言はいかがなものかと思うところ

であります。それとも、ＭＧＩ、何をやって

いるのよ、一喝を込めての発言だったので

しょうか、お伺い申し上げます。

次に、新聞報道からですが、商工会長が、

市制施行から半世紀、三沢市は歴史の中で浮

き沈みを経験してきた。商店街は、最も時代

の流れの影響を受けてきた。低迷に歯どめを

かけるには、再生は容易にできるものではな

いが、アメリカ村も生半可な気持ちではな

く、気合いを入れて取り組まなければならな

いとしております。全くそのとおりと思うと

ころであります。

そこで、街区の方々の意識といいますか、

認識の度合いはどんなものか、お伺いいたし

たく思います。

そしてまた、これまでの経緯、何の補助事

業で何ににどれだけ支出しているのか、市の

持ち出しは幾らか、完成までの今後の支出の
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予定額及びその総計をつまびらかにしていた

だきたい。

いま一つ、市長は、できる限りの支援をし

たいとしているが、この暗雲を振り払うべく

市としてどのような方策を考えているのかに

ついても、お伺いしたく思います。

御答弁のほどをよろしくお願い申し上げま

す。ありがとうございました。

ただいまの９番附田○議長（馬場騎一君）

一議員の質問に対する執行部の答弁を求めま

す。

市長。

ただいまの附田議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、アメリカ村についての

１点目、２点目、４点目については私から、

その他については関係部長等から答弁させま

すので、御了承願いたいと思います。

まず、第１点目の新聞記事に掲載された、

ＭＧプラザの早期完成に向けて努力していた

だきたいとのコメントについてであります

が、御承知のとおり、ＭＧプラザ整備事業に

つきましては、事業主体でありますＭＧイン

ターナショナル株式会社が経済産業省から、

戦略的中心市街地商業等活性化支援事業とし

て、直接補助金の交付決定を受けまして、実

施している事業であります。

市といたしましては、この事業は、三沢市

の中心市街地活性化基本計画におきまして、

大きな役割を担うものであると認識しており

ますことから、できるだけ早期に工事を進め

ていただきたい。拠点的商業施設として、完

成に向けて努力していただきたいという趣旨

で発言をいたしたわけであります。

もちろん、その裏には、議員の御指摘もあ

るように、できる限りの支援をするというこ

とは当然であります。

次に、第２点目の商店街の方々の意識の度

合いはどうなのかとの御質問でありますが、

これまでの事業の推進に当たりましては、中

央町商店街区の方々で構成された中央町まち

づくり委員会や、大通商店街区の方々で構成

されました、いわゆる大通まちづくり委員会

を中心にしながら事業の進捗を図ってきたと

ころであります。この過程で、(仮称)アメリ

カ村のシンボルとなる拠点施設を整備して、

商店街の全体的なにぎわいを創出することと

してきたところであります。

市といたしましては、今後とも商工会と連

携をしながら、商店街区の方々の支援に努め

るとともに、その意識の高揚を図ってまいり

たいと考えております。

次に、第４点目のＭＧプラザ整備にかかわ

る今後の方策についてでありますが、市とい

たしましては、喫緊の問題をクリアして、こ

の事業完了に至る方策につきまして、この事

業の指導機関である国と十分協議をし、ま

た、地元商工会とも協力し合いながら、連携

をしながら具現化に向けて鋭意努力してまい

りたい、このように考えているところであり

ます。

私からは、以上であります。

建設部長。○議長（馬場騎一君）

アメリカ村につ○建設部長（吉田幸男君）

いての第３点目、アメリカ村の総事業費の内

訳と財源内訳、これまでの実績額、今後の予

定額についてお答えいたします。

アメリカ村広場の総事業費は、関連事業の

うち二つの事業完了に伴い、これまでの見込

み額を若干下回る約８４億３,０００万円と

見込んでいるところであります。

その内訳は、中央町地区都市再生土地区画

整理事業費が約７０億円、市道大町ゲート前

東線歩道整備事業費が約８億６,０００万

円、アメリカ広場整備事業費が約２億４,０

００万円、ゲート前歩道環境整備事業費が約

８,０００万円、ＭＧプラザに対する公共機

能整備補助が約２億１,０００万円、公共駐

車スペース用地購入費約４,０００万円と

なっております。

財源内訳としましては、国庫補助金が約３

０億４,０００万円、起債が約２９億４,００

０万円、市費が約２４億５,０００万円と

なっております。

これまで執行済み額は、土地区画整理事業
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費が平成１９年度末現在で約５１億円、市道

大町ゲート前東線歩道整備事業費は事業完了

で約８億６,０００万円、アメリカ広場整備

事業費は本年７月末事業完了で約２億４,０

００万円、ゲート前歩道環境整備事業費が約

１,０００万円、公共駐車スペース用地購入

費約４,０００万円となっており、今後の予

定額としては、土地区画整理事業費が平成２

２年度までで約１９億円、ゲート前歩道環境

整備事業費が平成２０年度までで約７,００

０万円、ＭＧプラザに対する公共機能整備補

助が平成２９年度までで約２億１,０００万

円となっております。

以上でございます。

続きまして、御質問の第１点目、無縁者で

故人となられた方々についての納骨塚の設置

についてお答えします。

現在、三沢市内でお亡くなりになり、縁者

がなく、御遺体の引き取り手がいない場合

は、当市の担当課において火葬をし、御質問

のとおり、市内のお寺さんの御厚意のもとに

納骨堂に安置をお願いしているところであり

ます。

しかし、近年ますます少子高齢化、さらに

は核家族化が進んでおりますことから、残念

ながら今後も無縁者で、故人となられる方が

ふえると予想されます。そういった方々も当

市の発展に大きく御尽力していただいた方々

であり、その御霊に敬意を払うために何らか

の施設を整備すべきではないかと考えており

ます。

しかしながら、施設の設置箇所や整備後の

管理の方法などをはじめとした諸問題がござ

います。それらを検証しながら、整備に向け

た検討をしてまいりたいと考えております。

以上でございます。

総務部長。○議長（馬場騎一君）

御質問の公共施○総務部長（糸井健二君）

設の身体障害者専用駐車場についてお答えい

たします。

身体障害者専用駐車場の場所がわかりづら

いとの御質問ですが、本庁舎内の身体障害者

専用駐車場は正面玄関側に１カ所、市民課側

に１カ所、別館側に１カ所の計３カ所を設け

ており、車いすマークや簡易的な案内板を設

置し、障害者の方々に御利用いただいている

ところであります。

専用駐車場の案内表示につきましては、市

民にとってわかりやすく利用しやすいように

表示をする必要があることから、正面玄関側

に自立式案内板を１カ所、市民課側と別館側

に壁つき型案内板をそれぞれ１カ所設置する

ため、本年１２月定例会に補正予算を計上

し、その御審議をお願いしているところであ

ります。

次に、３カ所ある専用駐車場を１カ所に集

約できないかとの御質問につきましては、障

害者の方々が目的に応じて、すぐ用事を済ま

せることができるように、正面玄関側、市民

課側、別館側出入り口付近にそれぞれ専用駐

車場を設置し、御利用していただけるように

配慮しているところであります。

次に、専用駐車場への屋根の設置について

でありますが、屋根の設置になりますと、障

害者の方々の乗りおりのための駐車場の面積

を必要とすることや、屋根雪の落下に備える

ためにも、現状の駐車場の１.５倍から２倍

の面積が必要になると考えており、このこと

から駐車場の通路部分が狭くなるため、公用

バスや荷物運搬車などの大型車両の通行の妨

げとなり、接触事故等の可能性が高くなるこ

とから、設置には慎重に検討してまいりたい

と考えております。

次に、主な公共施設の身体障害者専用駐車

場設置台数につきましては、本庁舎の４台を

はじめ、総合社会福祉センター５台、保健相

談センター２台、三沢市立病院６台、国際教

育交流センター５台、斗南藩記念観光村９

台、アイスアリーナ４台分を駐車場として設

置し、障害者の方々に配慮しているところで

ございます。

以上でございます。

次に、市職員の人事についてお答えいたし

ます。
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当市では、男女共同参画社会を目指し、み

さわハーモニープランを策定し、職場におけ

る男女共同参画意識の推進を掲げ、職場での

男女格差の解消と、女性と男性が対等に働く

ための環境整備を、市民の皆さんと一丸とな

り実現に向けた取り組みを推進してまいって

おります。

議員さん御質問の女性職員の管理職への登

用についてですが、平成２０年４月１日現在

で県内１０市における課長級以上の女性管理

職の割合を見ますと、つがる市が３１.３３

％で県内１位、次いで三沢市が７.５８％で

県内２位に位置している現状にあります。

女性の積極的な管理職への登用を図るべ

く、これまでも海外研修をはじめとして、幹

部職員を育成するための女性を対象とした自

治大学校での特別研修、市町村中央研修所で

の女性リーダー研修に派遣するなど、女性職

員の人材育成に努めてきたところでありま

す。

今後につきましても、女性職員の育成、登

用という観点から、女性の職域の拡大や研修

等に参加しやすい環境づくりに取り組むとと

もに、管理監督能力の向上に努めてまいりた

いと考えております。

次に、定期人事異動についてお答えいたし

ます。

これまで人事異動の配置がえにつきまして

は、基本的に在職３年以上の職員を対象に実

施してきております。

また、在職年数にかかわらず、異動希望を

申し出ることができる職務希望申告制度を採

用しており、部・課長による職務業績評価の

結果や、各部長からの意見をも反映させてい

るほか、日ごろの勤務状況等を把握しながら

配置がえや昇任を実施してきているところで

あります。

今後におきましても、職員が多様な職務経

験を通して、幅広い視野や知識を身につけら

れるよう配慮するとともに、職員一人一人の

能力と適性を的確に把握し、その力が一層発

揮できるよう適材を適所に配置したいと考え

ております。

また、昇任に当たっても、勤務成績や管理

監督能力にすぐれた、意欲と行動力のある職

員を登用したいと考えているところでありま

す。

最後に、蔑視についての御質問がございま

したけれども、先ほども御答弁申し上げまし

たが、職務業績の結果や各部長等からの意

見、そして、日ごろの勤務状況等を把握して

人事を実施しておりますので、そのようなこ

とはあり得ないと考えております。

以上でございます。

９番。○議長（馬場騎一君）

それでは、再質問さ○９番（附田 一君）

せていただきます。

納骨塚のことについてでありますが、予想

したとおりの答弁であります。私は、検討す

るというのは、やらないことだということ

で、そういうことはしてもらいたくないと

言ったのですけれども、やはり予想したとお

り、検討するということになって、極めて残

念に思っております。

そこで、お寺さんの厚意に、私は二、三年

間お願いし、市で独自の納骨堂をつくるので

はなくて、つくるとなればかなりのお金がか

かりますので、今までどおりお寺さんにお願

いしておって、２ないし３年、どう決めるか

はこれからなのですけれども、引き取り手が

ない場合に埋葬する、そういう形を言ってい

るのであります。

塚に建立する墓標はどのぐらい経費がかか

るのか。私は、豪華にしなくても、１００万

円か２００万円の墓標を建てていただけれ

ば、真心がこもっておれば問題がないと、私

はそのように思いますけれども、市長、副市

長をはじめ、部長さん方が答弁検討会、鳩首

会議したわけでしょうが、惻隠の情のかけら

もない、検討する、そういうことで、本当に

残念です。

他市でやっていることが、やろうとしてい

ることができない。今ごろはどこでもやって

いない胸像に１,０５７万１,０００円の計
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上、６月議会での奥本議員の反対討論しかり

であります。

そしてまた、早速の６月２５日の東奥日報

夕刊、東奥春秋でも、１,０００万円あれば

と、その使途について指摘されております。

できることなら、どっちがと市民に私はアン

ケート調査してみたいですよ。

高齢社会白書を見ますと、６５歳以上の高

齢者のいる世帯数は１,８２９万世帯で、そ

のうち単独世帯が２２.４％とあります。こ

のパーセンテージは年々増加すること必ずや

であります。先ほど部長さんも言っておりま

した。したがって、いずれは設置しなければ

ならなくなると思います。

そこで、前向きに検討するは、やらないと

一緒と失礼なことを申し上げましたが、群鶏

の一鶴として首長の座に座った市長の決断に

一縷の望みをかけ申し上げます。前向きの検

討は、いつまで結論を出すのか、お伺いした

く思います。市長御自身から御答弁願えれば

ありがたく思います。

いま一つ、アメリカ村についてお伺い申し

上げます。

答弁をお伺いしまして、三沢市は今、アメ

リカ村はおしりに火がついている状態だと私

は思います。これ以上、新聞でああだこうだ

書かれないようにしてもらいたい。これは回

答は要りません。

あと一つ、むき出しの鉄筋のことを申し上

げましたけれども、建設部長にお尋ねいたし

ます。専門的に見て、免震・耐震の影響につ

いては、あとどのぐらいもてるのかとか、そ

ういう専門的なところをお伺いできればと思

います。

以上でございます。

市長。○議長（馬場騎一君）

墓標といいますか、○市長（種市一正君）

やる気があるのかないのか、あるとすればい

つごろまでに決断をするのかというような御

質問であったと思っております。

私も、この問題を議論するに当たりまし

て、いろいろそういうことで課題があるなと

思っていることは、そのとおりであります。

したがいまして、ただ、いろいろと条件等

もありますので、あしたやるとか、あさって

やるとかということはなかなか難しいだろう

なということで、前向きに検討するというこ

とを申し上げたわけでありまして、鋭意努力

することについては努力してまいりたいと思

います。

以上であります。

建設部長。○議長（馬場騎一君）

ＭＧプラザの鉄○建設部長（吉田幸男君）

筋の件に関してお答えいたしたいと思いま

す。

詳しく現場を把握できる立場でございませ

んので、適切なお答えとなるかどうかわかり

ませんが、一般的には、組み立ての後、長期

間置くことは、品質管理の面から言います

と、好ましい状態であるとは思われません。

しかし、鉄筋の断面が欠損するほどのさび

は別としまして、現在のところ、強度は問題

がないと思っております。

ただし、さらに長期間放置された場合、構

造計算等により検討が必要になる事態が発生

すると思います。

以上でございます。

９番。○議長（馬場騎一君）

市長の御答弁、やる○９番（附田 一君）

ということで受けてよろしいでしょうか、再

度お伺い申し上げます。

もう一つ、鉄筋の問題ですが、かなり心配

なようですね。これから雪が降ったらどうし

ますか。春までぐしょぐしょになって、どう

なりますかね。もちろん、何かブルーシート

でやるかもしれませんけれども、業者が決

まっていない現時点においてはだれがやるの

でしょうか。その辺がかなり心配ですが、こ

れは答弁要りません。きちんと対処したほう

がよろしいと思います。またまた新聞に書か

れるようでは、本当に三沢市の恥になります

ので、よろしくお願い申し上げます。

以上でございます。

市長。○議長（馬場騎一君）
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再々度の御質問であ○市長（種市一正君）

りますが、やるということで受けてよいのか

ということの御質問であったと思います。

私は、やるという方向でいいと思います

が、ただ、方法はいっぱいありますので、そ

の辺は検討の余地があると思っております。

以上で、９番附田一○議長（馬場騎一君）

議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

１１番春日洋子議員の登壇を願います。

１１番、公明党の○１１番（春日洋子君）

春日洋子でございます。通告の順に従い、質

問してまいります。

はじめに、経済対策問題の１点目、定額給

付金についてお伺いします。

ことし春ごろより、日々の食卓に欠かせな

い食料品など身近なものが高くなり、家計を

預かる主婦は悩んでおりました。

生活の場で聞こえてきた、こうした声を重

視し、政府は、家計を応援すべきだと考え、

実施されることになった定額給付金は、物価

が上がる一方で、所得の伸び悩みに苦しむ家

計を応援するための生活支援と、金融不安に

伴う景気の先行き不安に対応するための経済

対策という両方の目的を持っています。

定額給付金について、世論調査では、評価

しないという声もありますが、１１月１７日

付の日本経済新聞の報道では、６３％の人が

期待すると答えています。子供を抱えている

家庭や、年金で生活している方は、生活が苦

しくなる一方です。困っている庶民を支援す

ることは、ばらまきと言えるでしょうか。

批判はたやすいことですが、一方で、多く

の識者や経済界などからは、定額給付金への

評価と期待の声が相次いでおり、新聞各紙の

読者投稿欄には、百年に一度の不況とあれ

ば、給付金の支給はやはりありがたい。牛肉

を買ってすき焼きをしてほしいと子供たちか

ら頼まれた。物価高で火の車の家計を助ける

ため、一日も早い支給を望みますなどの声が

掲載されています。

さまざまな議論がある中で、定額給付金は

家計の支えとなり、少しでも生活者の心に明

るさを取り戻す一歩となるものと思います。

さて、総務省は、去る１１月２８日、都道

府県や政令指定都市を対象に説明会を行い、

事業の概要に関するたたき台を提示しまし

た。今後、地方自治体からの意見も集め、事

業の詳細を詰めていくこととしており、各市

町村が実情に応じて交付要綱をつくり、対応

することになります。

定額給付金が実施された場合の本市におけ

る試算は、約６億５,０００万円と伺ってお

り、市民にとって一条の光となるものと確信

します。

そこで、市民の生活を守る市長として、定

額給付金について、どのような効果と期待を

持っているのか、また、本市において所得制

限を設けることについての見解をお伺いしま

す。

次に、２点目の中小企業の緊急保証制度に

ついてお伺いします。

金融危機の影響は、業種、規模を問わずあ

らゆる分野の企業を直撃しており、特に、こ

としは原油などの原材料高で厳しい経営を強

いられ、事業の継続に不安を抱えながら、

日々のやりくりに必死な経営者も少なくない

と言われております。こうした荒波にあえぐ

中小企業の希望となっているのが、１０月３

１日にスタートした緊急保証制度であり、対

象も中小企業のほぼ全業種をカバーする６１

８業種に拡大されました。

年末の繁忙期を迎え、資金繰りが厳しさを

増している時期でもあり、利用者からは、ま

さにタイムリーな施策に感謝しています、町

に元気を取り戻す制度です、資金繰りが安定

し本業に専念できますなどの喜びの声が高

まっております。

制度がスタート以来、予想を上回る中小企

業が利用を希望し、本県では、今月５日現

在、１６１件の保証が決定、３９億６,４０

０万円の保証額となっています。

また、東北６県の１,６６５件、３２６億

１,３００万円は、全国平均を上回っている
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現状であり、全国の累計は、今月４日現在、

４万７,３２９件、保証総額は１兆１,６３４

億円にも上っています。今こそ地域経済を担

う中小零細企業を守り抜くとの親身な対応が

必要との思いを強くするものです。

以上の観点から、緊急保証制度の本市の認

定状況はどのようになっているのか、また、

対象者へのさらなる周知と利用促進のＰＲを

望み、その取り組みをお伺いします。

続いて、子育て支援問題の赤ちゃんの駅に

ついてお伺いします。

赤ちゃんの駅事業は、２００６年６月、東

京都板橋区で、授乳やおむつがえを目的とし

た乳幼児連れの保護者向けにスタートしまし

た。ことし５月からは埼玉県本庄市で、さら

に、１０月から北九州市でも開設されていま

す。

きっかけは、板橋区が募集した２００５年

の政策提案から、優秀賞に選ばれ実現したも

のです。発案者は、学童クラブ職員と保育園

園長の女性２人で、目印の旗のデザインも女

性保育士の作品が選ばれたとのことで、女性

の声が政策に生かされた一例と言えます。

利用者からは大好評ですが、当初かかった

予算は、目印として各施設の玄関先など利用

者のわかりやすい場所に掲げられる、赤ちゃ

んの駅の旗１００枚の製作、約１６万円のみ

でした。

スタート時は、区立の児童館や保育園など

８４カ所で実施していましたが、現在は、私

立保育園やＮＰＯ法人運営施設などにも広が

り、１２５カ所にふえているとのことでし

た。

このように既存のスペースを活用している

ため、低予算で済み、すぐ始められる手軽さ

も大きな魅力として、子育て支援策が広がる

のはうれしいことです。

地域ぐるみで子育て世代を支える有効な取

り組みとして、本市においても赤ちゃんの駅

の設置を検討していただきたく、お伺いしま

す。

次に、民生問題、公共施設への駐車場の案

内板の設置についてお伺いします。

駐車場の障害者専用のスペースの表示は、

身体障害者を示す車いすマークが大半です。

内部障害を示すハート・プラスマークについ

ては、これまでも紹介させていただき、外見

ではわからない内部障害者に対する理解を求

めてまいりました。

電車の優先席に座って冷たい視線を浴びた

り、健常者と同じようにきつい仕事をさせら

れるなど、周囲の無理解に苦しむ内部障害者

は、障害者専用のスペースに駐車しようとし

て係員に注意されるなどのつらい体験を持っ

ています。

このような実情を踏まえ、市役所、総合社

会福祉センター、保健相談センター、市立三

沢病院、また、新三沢病院などへの駐車場の

障害者専用スペースにハート・プラスマーク

やマタニティマークを表示した案内板を設置

し、市民の理解を広げ、利用者への思いやり

を深める取り組みをしていただきたく、お伺

いします。

最後に、福祉問題の介護者への対応につい

てお伺いします。

私たちの周りでは、介護という言葉は、日

常生活にも町の看板にもあふれています。今

や１億総介護者時代と言われ、高齢化が進む

中、介護は国や自治体の大きな政策課題でも

あります。

このたび、給料が低く、離職率が高いと言

われる介護職員の待遇改善へ、介護報酬を２

００９年度に３％引き上げることを前倒しで

決定され、これによって、来年４月からの月

給アップを実現することとなりました。

さて、介護施設の現場では、人手不足や重

労働に加え、介護者からのサービスの利用範

囲を超える要求に対応し切れず、心身に大き

な負担を強いられている現状があると聞いて

おります。介護職員と介護者が良好な関係を

築くことは、被介護者にとってよいサービス

を受けることにつながるものと考え、このよ

うな実態を行政としては把握しているのか、

また、どのような対応策があるのか、お伺い
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します。

以上で、私の質問を終わります。御答弁を

よろしくお願いいたします。

ただいまの１１番春○議長（馬場騎一君）

日洋子議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

春日議員さんの御質○市長（種市一正君）

問のうち、経済対策問題の定額給付金につい

ては私から、その他については関係部長等か

ら答弁させますので、御了承願いたいと思い

ます。

今般、政府におきまして、定額給付金を国

民に支給するという政策を打ち出したことに

つきましては、まずその効果への期待につき

ましてお答えいたしたいと思います。

昨今の不況により多くの中小、そして零細

企業経営者や労働者、低所得者の方々が大変

苦しんでいる中、生活支援と経済対策を目的

といたしまして、１世帯当たり数万円にも上

る給付金が支給されるということにつきまし

ては、収入の減少など、生活に困窮している

方々にとりましては、恐らく非常にありがた

いことでありまして、当面する生活費の一部

などとして使われるなど、一定の経済効果が

あるものと期待をいたしております。

また、所得制限を設けるかどうかにつきま

しては、今後、政府の対応にもよりますけれ

ども、いずれにいたしましても、速やかに給

付をする必要がありますので、私は制度を設

ける考えはございません。

なお、総務省から措置される予定の定額給

付金とは別にいたしまして、新たに厚生労働

省から、(仮称)子育て応援特別手当として、

３歳以上１８歳以下の子供が２人以上いる御

家庭で、かつ、平成１４年４月２日から平成

１７年４月１日までに生まれたお子さんがい

る御家庭には、一時金として、さらに３万

６,０００円が支給される予定であることで

ありますので、お伝えをしておきたいと思い

ます。

以上であります。

経済部長。○議長（馬場騎一君）

御質問の経済対○経済部長（桑嶋豊士君）

策の第２点目、中小企業の緊急保証制度につ

いてお答えを申し上げます。

昨今の不況により多くの中小零細企業が経

営不振に陥っていることにつきましては、市

としても大変憂慮しているところであり、既

に国や県、商工会や金融機関とともに、融資

制度の円滑な実施や経営相談窓口の開設など

に取り組みを行っているところであります。

国においては、去る１０月３１日より、信

用保証協会が金融機関に対し１００％保証す

る緊急保証制度を開始し、年末に向けた企業

の資金繰り対策を実施しております。

この制度は、製造業を中心に、国が指定し

た業種を対象に、最近３カ月間の平均売り上

げが、前年に比べ３％以上減っていることな

どの条件に該当する中小企業者が利用できる

ものであり、平成２１年度末までが実施期間

となっております。

この制度を利用したい事業者は、まず、条

件に該当することにつきまして、市町村長の

認定を受ける手続を経ることになっており、

当市においては、制度開始以降、１２月５日

現在で２２件の認定申請書が提出をされてい

るところであり、市においては、これらすべ

てを認定いたしております。

次に、緊急保証制度の周知についてであり

ますが、この制度につきまして、広報みさわ

１２月号及び市のホームページに掲載してい

るほか、ケーブルテレビにおいても放送して

おり、また、商工会からも、会員事業者へダ

イレクトメールを発送して周知を図っている

とのことでございます。

また、その他としまして、市では、市が資

金を預託し、金融機関が実施をしている簡易

小口資金特別保証制度などの融資制度につい

て、金利を引き下げるよう金融機関に要請を

しているところであり、引き続き中小企業者

が安定した経営を続けられるようできる限り

努めてまいりたいと考えております。

以上であります。
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総務部長。○議長（馬場騎一君）

民生問題の公共○総務部長（糸井健二君）

施設への駐車場案内板設置の御質問のうち、

本庁舎と総合社会福祉センター、保健相談セ

ンターについてお答えいたします。

公共施設の駐車場へ、内部障害を示すハー

ト・プラスマークやマタニティマークを表示

した案内板を設置していただきたいとの御質

問ですが、現在、本庁舎内駐車場は、車いす

マークや簡易的な案内板を設置しているとこ

ろであります。

御存じのとおり、市役所にはさまざまな市

民の方が来庁されます。その中には、妊産婦

の方、障害をお持ちの方、あるいは外見から

は障害があることがわかりにくい内部障害の

方もおられ、これらの方々が優先して利用で

きるような駐車スペースの確保のために、視

覚的にすぐわかる案内板を設置することで、

よりきめ細かな市民サービスが図られるもの

と考えております。

このことから、正面玄関前に自立式案内板

を１カ所、市民課側と別館側に壁つき型案内

板をそれぞれ１カ所設置するため、本年１２

月定例会に補正予算を計上し、御審議をお願

いしているところであります。

また、総合社会福祉センター及び保健相談

センターにつきましても、今後、計画的に検

討してまいりたいと考えております。

以上でございます。

病院事務局長。○議長（馬場騎一君）

民生問○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

題の三沢市立三沢病院駐車場の案内板の設置

についてお答えいたします。

現在、病院の正面玄関前に車いす専用駐車

スペースを設置しておりますが、本来、病院

は、何らかの疾病を持った患者さんや妊婦さ

んが訪れるところであり、また、駐車場ス

ペースの問題もありますので、現病院では、

あえてハート・プラスマークやマタニティ

マークを表示した案内板は設置しておりませ

ん。

また、新病院においても、車いす専用駐車

スペースは設置することとしておりますが、

ハート・プラスマークやマタニティマークを

表示した案内板は設置せず、疾病を持った患

者さんや妊婦さんは病院入り口近くに駐車で

きるようにし、見舞い客などの健常者用の駐

車スペースは病院入り口から離れた位置に設

ける計画としております。

以上でございます。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

子育て支○健康福祉部長（米田光一郎君）

援問題の赤ちゃんの駅についてお答えいたし

ます。

赤ちゃんの駅につきましては、関東を中心

に、乳幼児を抱える保護者の子育てを支援す

る取り組みの一環として、外出中に授乳やお

むつがえ等で立ち寄ることができるような施

設を赤ちゃんの駅として指定しております。

さて、当市では、次世代育成支援を推進す

る前期計画を平成１７年度に策定し、子育て

支援対策に取り組んでまいりました。

今年度は、前期計画の中間評価を行うため

の保育サービス等の利用状況や、今後のニー

ズ量を推計する基礎資料をアンケート調査と

して実施いたします。

また、来年度においては、中間評価に基づ

き、子供を健やかに育てられる社会、安心し

て子供を産み育てられる社会、これらの実現

を目指した後期計画を策定する予定となって

おります。

子育て支援のあり方につきましては、地域

特性に基づく市民の方々の生活様式や行動パ

ターンにも配慮することが肝要であると考え

ております。このようなことから、御質問の

赤ちゃんの駅につきましては、年明け後、３

月までに実施するアンケート調査に、赤ちゃ

んの駅に関する項目も取り入れまして、市民

ニーズを的確に把握した上で検討したいと考

えております。

以上でございます。

次に、介護者への対応についてお答え申し

上げます。

介護の現場における問題点につきまして
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は、月１回、市内の各病院、在宅介護支援セ

ンター、居宅介護支援事業所、老人福祉施設

等の関係者が一堂に会し、三沢市ケアマネジ

メント会議を開催しております。問題事案の

解決に向けての意見交換もこの場で行ってお

り、情報の共有化に取り組んでおります。

この中には、利用者及び家族からのサービ

ス提供者に対する過度な要求に関する事項も

含まれております。困難な事案につきまして

は、事業所の職員に地域包括支援センターの

職員が同行して家庭訪問を行うなど、問題の

解決に取り組んでおります。

高齢者福祉の観点から、介護現場でのス

ムーズなサービス運用や介護知識の普及は極

めて重要なことであると認識しておりますの

で、これらについては、今後とも十分に意を

用いてまいりたいと考えております。

以上でございます。

１１番。○議長（馬場騎一君）

再質問を１点だけ○１１番（春日洋子君）

お願いいたします。

中小企業の緊急保証制度につきましては、

市において、また、商工会におきましても、

対象者の方にダイレクトメールなどを送って

いただき、周知をしていただくことは大変あ

りがたいと思います。

昨今、市内の業者におきましても、倒産の

実例もございまして、この事業者の方は今の

保証制度を利用するということがあったのか

どうか、また、やはり倒産をするということ

は、そこに勤務する方の失業ということもあ

りまして、大きな影響も及ぼすということに

なりますので、市としましても、それぞれ

の、すべてということではございませんけれ

ども、実際に厳しい企業の方に向けて親身に

対応するという、また、手厚く対応していた

だけるという方法がないかということも希望

するものですから、お伺いしたいと思いま

す。

やはり厳しい状況の中で仕事に追われ、ま

た、窓口が込んでいる等の情報もあって、思

うように保証制度に向けての相談に伺えない

というような現状もあるかと思いますけれど

も、この点について、１点お願いいたしま

す。

経済部長。○議長（馬場騎一君）

この緊急保証制○経済部長（桑嶋豊士君）

度につきまして、倒産した企業が活用された

のかというふうなことでございますが、２２

件認定をされたわけでありますが、実際に金

融機関のほうに直接企業のほうで申し込みを

行うというふうな形になるわけであります

が、具体的には、金融機関に、すべてが融資

されたのかというふうなことで問い合わせた

ところ、融資実行するには、その企業の経営

状況をさらに悪化させるというふうな場合に

は融資を控えさせていただくというふうな回

答がございました。というふうなことで、す

べて、先ほどの企業を含めまして、融資の実

情というのは現在わかっていない状況でござ

います。

それから、先ほど小口融資の関係等もお話

しいたしましたが、他の方法というふうなこ

とで、市では、小口融資ほか、それらの制度

資金を補助しているわけでありますが、そう

いった補助制度について、利子を低くして、

そして、スムーズに借りられるよう商工会と

も連携しながら、金融機関等にお願いをして

いるわけであります。

さらに、窓口の煩雑等につきましては、そ

れぞれの関係団体等に対してお願いをしてま

いりたいというふうに思っております。

以上であります。

以上で、１１番春日○議長（馬場騎一君）

洋子議員の質問を終わります。

この際、午後１時まで休憩します。

午後 ０時００分 休憩

────────────────

午後 １時００分 再開

休憩前に引き続き、○議長（馬場騎一君）

会議を開きます。

ここで、議長を交代します。

議長を交代しまし○副議長（山本弥一君）

た。
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それでは、一般質問を次に移ります。

６番藤田光彦議員の登壇を願います。

６番、民主党の藤田○６番（藤田光彦君）

光彦でございます。通告に従いまして、一般

質問を始めたいと思います。

まず、ＭＧプラザについて２点お伺いいた

します。

明治には小さな漁村が点在するだけであっ

たこの三沢を、会津から移ってきた人々が、

自分の運命への挑戦という強固な意志を持っ

て開拓し、また、戦後には、自分の未来への

挑戦という強い志を持った青年が全国からこ

の地にやってきて、三沢の著しい発展の原動

力となりました。それ以来、挑戦という精神

が三沢に息づいており、今、全国で注目され

るアメリカ村という大胆な構想の土台となっ

ていると思っております。

アメリカ村の建設は、我々にとって、さら

なる発展への新たなる挑戦であり、頓挫する

ことは三沢の歴史に大きな汚点を残すばかり

か、将来への展望を閉ざすことにもなりま

す。私たちの先人がなし遂げたように、夢と

希望を持ってこの課題に取り組むことが、私

たちの唯一の選択肢であると信じておりま

す。

私は心よりこの成功を願っておりますが、

最近の新聞報道によりますと、アメリカ村の

中核をなすＭＧプラザは、２月着工以来、何

度か完成時期が変更され、来年にずれ込むと

言われています。果たして、この完成の見通

しはどのようなものであるか、お伺いしたい

と思います。

次に、市は、ＭＧプラザに当初より政治的

にも財政的にも直接関与しているにもかかわ

らず、市民に対して説明責任を十分に果たし

ているとは甚だ疑わしく思います。

その着工以来、市民は、時々新聞報道で現

状を表面的に知ることができるだけで、実際

にどういう状況にあるかはほとんど知らされ

ないまま現在に至っております。市政に責任

のある執行部として、市民に対する説明責任

をどのように考えているか、お伺いしたいと

思います。

次に、市立図書館について２点お伺いいた

します。

まず、市立図書館は、現在、１１万６,２

２５冊の蔵書を管理し、市民の旺盛な知的要

求を満たし、当市の高い文化水準を支えるか

なめとなっております。また、ことし４月の

民間委託以降、読み聞かせなど８０回ものイ

ベントを館内で催し、４月から１１月までの

来館者数は１０万人を超え、昨年の同時期に

比べ８０％以上も増加しております。

しかしながら、当図書館は、１９８２年の

開館以来、既に２６年もたっており、修理、

保全の必要な箇所が至るところに見える状況

です。

その中で、特に緊急を要するものは、地下

２階部分で、ことし２回にわたって雨水の浸

水がありました。６月には床上二、三セン

チ、８月には１センチもの被害となり、それ

は降雨量によって被害の差はありますが、早

急に原因を突きとめ、新たな被害を防ぐ必要

があると思いますが、どのように対処を考え

ているか、お伺いしたいと思います。

さて次に、図書館の後ろ側に新たな駐車場

が完備され、図書館の利用者にとって大変便

利になりました。当図書館を利用する１人と

して心より感謝申し上げます。

さて、季節は冬に入り、当然のことのよう

に降雪の日が予想されますが、どのように当

図書館前後の駐車場の除雪を行うつもりか、

お伺いしたいと思います。

次に、レジ袋の有料化についてお伺いいた

します。

来年２月２日より、青森県全地域において

レジ袋の有料化が始まります。当市において

も、ユニバース、ヨコマチ、マックスバ

リュ、サンデーなどの店舗がこれに参加しま

す。これは、富山、山梨、沖縄県に次ぎ、全

国で４番目の試みであり、これによって三沢

市民はもとより青森県民の環境に対する意識

と理解が高まり、まちづくりにおいて、一層

環境への取り組みを促すこととなると期待し
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ております。

当市では、この動きをどのように支援、展

開していくか、伺いたいと思います。

最後に、バラ焼きについてお伺いいたしま

す。

十和田市では、バラ焼きをまちおこしのた

め、御当地グルメとして大々的に盛り上げて

いくということが最近新聞報道されました

が、その報道によりますと、三沢市がバラ焼

きの本家本元であるそうです。

今、全国で展開しています各種のまちおこ

しの一つのテーマは、その町の特産物づくり

です。当市においても、ホッキ貝を利用した

どんぶりもの、また、ゴボウを使ったアイス

クリームなど、特産品の開発に市民の皆さん

が一生懸命頑張っています。

しかし、その一方で、バラ焼きのような三

沢市発祥の食文化が地元で注目されず、他の

市町村のまちづくりに利用されることは、三

沢市にとって大変残念なことと思います。ぜ

ひとも三沢市で、このバラ焼きを地元発祥の

料理として正式に認証し、他市町村にその歴

史と伝統を横取りされぬよう対策を打つべき

と思いますが、どうお考えか伺いたいと思い

ます。

以上で、質問を終わりますので、御答弁よ

ろしくお願いいたします。

ただいまの６番藤○副議長（山本弥一君）

田光彦議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

ただいまの藤田議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、ＭＧプラザについては

私から、その他については関係部長等から答

弁させますので、御了解願いたいと思いま

す。

それでは、ＭＧプラザ建設につきまして

は、附田議員さんからも御質問があったわけ

でありますが、プラザの建設につきまして

は、事業主体のＭＧインターナショナル株式

会社が、平成１９年度と２０年度の２カ年事

業として、経済産業省から直接補助金の交付

決定を受けまして実施してきております。

本年２月の工事着工から現在まで、平成１

９年度の事業である基礎工事と鉄骨の製作に

ついて、事業年度を繰り越して実施してきた

ところでありますが、この８月下旬から工事

が中断する事態となりましたことから、現

在、ＭＧインターナショナル株式会社におい

て、平成１９年度事業の完了に向けまして努

力しているところとのことであります。

次に、第２点目の御質問でありますが、こ

れまでＭＧプラザの建設に際しましては、建

築基準法の改正、また、鉄骨資材の大幅な高

騰によりまして、鋼材の確保や、あるいは融

資の問題などによりまして、これまで３回に

わたり工期の変更を国に申請するなど、市と

しては、具体的な方向が定まらないことなど

から、市民の皆様にお知らせする状況が見出

せないでいたものであります。

しかしながら、ＭＧプラザの建設は、当市

のまちづくりにとりましても影響があること

から、今後、事業主体であるＭＧインターナ

ショナル株式会社並びに国とも十分協議しな

がら、市民の皆様に対してお知らせをしてま

いりたい、このように考えているところであ

ります。

私からは、以上であります。

民生部長。○副議長（山本弥一君）

レジ袋の有料化○民生部長（宮崎倫子君）

についてお答えいたします。

レジ袋の有料化は、小売事業者による容器

包装廃棄物の排出抑制の取り組みを促進する

とともに、県民がみずからのライフスタイル

を見直し、家庭ごみの減量化に努める契機と

なるように、レジ袋の削減及びマイバッグな

どの持参を全県的に推進することを目的とし

ております。

実施に当たっては、小売事業者、消費者団

体、青森県、市町村を代表して青森県市長

会、青森県町村会が、青森県におけるレジ袋

削減推進に関する協定を今月中に締結し、平

成２１年２月２日から、県内ではスーパーな

どの小売事業者２３１店舗、三沢市において
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は、ユニバース２店舗及びマックスバリュ、

ヨコマチストア、サンデーの５店舗で実施さ

れる予定となっており、広報みさわ、マック

テレビを通じて市民の皆様にお知らせするこ

ととしております。

今後、県においては、レジ袋有料化参加店

の拡充に向けた取り組みを進めていくことと

しており、当市といたしましても、県と歩調

を合わせながら参加店の拡充に努めるととも

に、レジ袋有料化の目的の一つでもあります

マイバッグなどの持参をさらに推進し、レジ

袋の削減に取り組んでまいりたいと考えてお

ります。

以上でございます。

経済部長。○副議長（山本弥一君）

御質問のバラ焼○経済部長（桑嶋豊士君）

きについてお答えをいたします。

去る１１月２７日の新聞報道に、バラ焼き

の発祥の地は三沢ではないのかと記事があり

ましたが、確かに、バラ焼きという料理の発

祥は三沢であるものと考えているところであ

り、市内の店が扱うバラ焼きの評判が高いこ

とも承知をしております。

三沢市商工会では、現在、商店街区全店と

共同し、一店一宝運動という取り組みを進め

ようとしており、これは、一つの店が必ず一

つこだわりのある、自信を持って販売できる

商品あるいはサービスを用意し、ＩＴを活用

し、電子ショッピングモールサイトを開設し

たり、カード決済や電子ＱＲコードの利用可

能なお店をふやしていくことによって、買い

物客の利便性を高め、もってお客をふやそう

という取り組みのことでございます。

現在のところ、市といたしましては、その

ような取り組みに期待をしているところであ

り、現時点では、特別、バラ焼きの店に関す

る取り組みをすることまでは考えていないと

ころでありますが、発祥の地三沢において、

バラ焼きが今後とも引き続き評判を得ていく

ことを願っているところであります。

以上であります。

教育長。○副議長（山本弥一君）

議員さん御質問の○教育長（横岡勝栄君）

市立図書館についての第１点目、雨水による

床上浸水についてお答えいたします。

市立図書館におきましては、これまで雨水

等による漏水の発生はありませんでしたが、

本年６月２３日から２４日にかけての大雨

で、突如として漏水が発生し、地下２階の床

が水浸しになるという事態が生じました。

この漏水に際しましては、図書館職員の懸

命の努力により、収蔵図書への被害を回避す

ることができました。

また、建物管理を委託している事業者に対

し、漏水箇所と原因の特定を依頼したところ

でありますが、建物内部からの漏水箇所や原

因の特定には至りませんでした。

さらに、８月２１日の雨の際にも、小規模

ではありましたが、同様の漏水が発生してお

ります。

現在におきましても、漏水箇所や原因の特

定に努めておりますが、漏水場所が地下２階

であり、外壁からの調査が難しく、特定には

時間を要するものと考えております。

その間、収蔵図書へ被害が及ばないよう、

常に機材等を用意し、収蔵だなにビニール

シートをかぶせるなどの措置のほか、夜間や

休日に雨が降った場合には、状況により指定

管理者から建物管理業者へ通報することによ

り、漏水への対応とともに、漏水箇所の調

査・点検を行うことといたしております。

いずれにいたしましても、抜本的な対策の

ためにも漏水箇所や原因の特定が不可欠であ

りますので、引き続き調査・点検に努めると

ともに、状況により、建物外部からの掘削等

による調査等につきましても検討してまいり

たく考えております。

次に、市立図書館についての第２点目、図

書館駐車場の除雪対策についてお答えいたし

ます。

旧中央市民プール跡地に整備されました図

書館駐車場は３６台の駐車が可能であり、本

年１０月１０日から供用を開始したところで

あり、図書館を利用する方々から大変好評い
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ただいております。

御承知のように、市立図書館は、本年４月

から指定管理者制度を導入いたしたところで

ありますが、この図書館駐車場の管理運営に

つきましては、当初の指定管理業務にはな

かったものであります。このため、指定管理

者側と協議をし、新設されました図書館駐車

場の清掃、除雪等につきましても指定管理業

務とすることで了解をいただいたところであ

ります。

今後におきましても、指定管理者との連携

を図り、図書館利用者の利便性向上に努めて

まいりたく考えております。

以上でございます。

再質問ございませ○副議長（山本弥一君）

んか。

６番。

再質問させていただ○６番（藤田光彦君）

きます。

まず、ＭＧプラザについてお伺いします。

いろいろな情報が入っておりますけれど

も、まず、事業主体者、銀行から２億円以上

の融資が予定されているのに１億円でとまっ

ていると。その原因は一体何であるかよくわ

からないので、もし聞いていたら知らせてほ

しいと思います。

事業主体者が資金不足ということでありま

すので、これから新しい業者を選んで発注す

るということが、果たして期待できますで

しょうか。どの業者も、資金不足のところか

ら発注を受けるということはないと思うので

すけれども。

それからもう一つ、土台の鉄筋ですけれど

も、聞いた話だと、まだ業者は耐震強度テス

トを行っていないと。ですから、今、発注し

ても、どの業者も、そういう基盤が弱い土台

の上にだれも建てたくないと。もし、建てた

後で地震が来て倒れたら、建てた業者の責任

になりますので、発注しても業者が見つから

ないのではないかと。

そういううわさが出てきておりますので、

果たしてこれからどのような対策を持って、

このような問題を解決して、新しい業者を見

つけていくか、新しく発注していくか。私

は、これは本当に市としても責任逃れみたい

なことを言っておりますけれども、市が当事

者だと私は思っているのです。私は、最終的

責任は市だと思っているのです。

先ほどの説明責任の問題に関してもそうで

すけれども、市長が今まで何も説明責任を果

たさなくて、何も情報を市民に対して行って

いなかった。そして、突然、１２月の当初に

定例会見を開いて、現状を市民にお伝えしま

したけれども、どういうわけで急にそういう

ふうな情報を提供するようになったか、その

いきさつをちょっと知りたいと思っておりま

す。

定例会見のもともとの説明は、この議会に

対する説明の予定だったと聞いておりますけ

れども、どういうわけかＭＧプラザについて

の説明をなさったと、その流れを私は聞きた

いのです。ある人によりますと、それは新聞

記者からの問い合わせで、質問で答えたと

言っております。そうではありませんか、そ

こをちょっと聞きたい。

次に、図書館についてお伺いしたいのです

けれども、教育長の家が２回も床上浸水の被

害を受けたと、業者を呼んできて調べさせた

ら原因がわからないと、次の同じような被害

が出るまで待ってくれと業者が言った、納得

できますか。納得できないでしょう、これ

は。

もう２点伺いたいのですけれども、あの地

下２階に何が保管されているかわかっていま

すか、それを聞きたいのです。

それからもう一つ、あの地下２階に排水ポ

ンプが用意されています。これはいつから、

何のために排水ポンプが用意されているの

か、そこを伺いたいと思います。

それから、バラ焼きですけれども、認識が

まだまだ浅いと思います。これは私たち三沢

にとって一つのアイデンティティーなのです

よ。これをほかの町に横取りされるというこ

とは、我々のアイデンティティーの一つがな
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くなるということなのです。

ですから、もっともっとこれを盛り上げ

て、例えばバラ焼きを提供している店の窓に

認定証を張るとか、そういうふうなことを考

えて、もちろんホームページで周知してもい

いし、大々的にやらなければ、これは本当に

アイデンティティーはどこかの町に行ってし

まうと。そう考えておりますけれども、そこ

のことをちょっと答弁くださればうれしく思

います。

答弁願います。○副議長（山本弥一君）

市長。

再質問にお答えをす○市長（種市一正君）

るわけでありますが、中身が答弁しかねるこ

ともあるようでありますので、私なりに答弁

したいと思っております。

おくれた理由等については申し上げたとお

りでありますが、いわゆる責任といいます

か、何か云々というようなこともあったよう

であります。

ＭＧプラザは、アメリカ村の集客拠点とい

いますか、中心街のにぎわいを創出すべく整

備することとしておりまして、このプラザが

建設されることで、いわゆるおっしゃるよう

なことで、中心市街地のみならず三沢全体の

商店街が活気づくことが期待されているもの

であると思います。

事業の進捗につきましては、この事業主体

はあくまでもＭＧＩであるわけですけれど

も、先ほど申し上げたようなことで国から直

接補助金の交付の決定を受けておることか

ら、市としては、建設そのものについては直

接指導監督するという権限はないわけであり

ます。

しかしながら、三沢市のまちづくりという

観点から、市としても可能な範囲で、これま

でも国と協議をして調整など、さまざまな角

度から支援してきたわけでありますし、現

在、この建設工事はおくれているものの、施

設の一日も早い完成に向けて、今後も支援に

努めてまいりたいと、こんな思いをしている

わけであります。

さっきは、何かチェック云々というような

話もあったわけでありますけれども、このＭ

Ｇプラザに当たっては、国から委託を受け

た、いわゆる外部有識者による審査会におい

て、ＭＧＩの事業計画あるいは収支計画等々

について総合的に審査が行われまして、その

審査をクリアしているわけでありまして、そ

ういうわけで国から補助の採択が、あるいは

交付決定を受けて、国の補助採択事業として

スタートされたものである、こういうふうに

理解をしております。

そんなことで、国もそういう審査をしまし

て、これが妥当だということで認可を与えた

ということでありますから、それに市として

も、だめだとか、いいとかという、そういう

意見は到底申し上げるものではないなと思っ

ております。

いずれにしてましても、市もこの事業は、

繰り返すわけでありますけれども、中心市街

地のにぎわいを創出すべく整備することとし

て、このＭＧプラザの建設は、中心市街地の

みならず三沢全体の商店街の活気を大いに期

待することから、重要な事業だという位置づ

けをしておりまして、市としても早期完成に

向けて最大の御協力を申し上げてまいりた

い、支援してまいりたい。支援等について

は、申し上げたとおり、国とか、あるいはそ

ういう調整、さまざま支援をしてまいりたい

と、こう思っているところであります。

以上であります。

経済部長。○副議長（山本弥一君）

再質問にお答え○経済部長（桑嶋豊士君）

をいたします。

まず、融資の件でありますが、議員さんが

おっしゃっていた融資の中身については、当

方では詳しく承知をしておりません。

２番目の、資金不足で、新しい業者という

ふうなことでございますが、現在、ＭＧイン

ターナショナルにおきまして、業者選定等も

含めまして、完成に向けて努力をしていると

いうふうなことでございます。

それから、耐震がはっきりしていないとい
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うふうなことでありますが、設計上、これに

つきましては建築確認を経て施工していると

いうふうなことでございますので、設計上そ

ういうふうなことが、現場確認を先般された

というふうにお聞きしておりますので、耐震

等については問題はないのかというふうに認

識をしているところであります。

それから、定例会の発表の件であります

が、これにつきましては、関連というふうな

ことで記者のほうから問い合わせがあって、

市のほうからできる範囲でお答えしたという

ふうなことでございます。

なお、若干重複するわけでありますが、市

の責任というふうなことも出ましたけれど

も、これにつきましては、繰り返しになりま

すが、この事業主体というのはあくまでもＭ

ＧＩであり、国から直接の補助金交付決定を

受けているというふうなこと、そしてまた、

現在、１９年度の工事完成に向けて努力して

いるわけでありますが、１９年度事業につき

ましては、市の債務負担行為が発生していな

いというふうなことで、直接市のほうから指

導監督というふうな立場ではございませんで

したというふうなことでございます。

しかしながら、三沢市のまちづくりという

ふうな観点から言いますと、これまで同様、

それらの完成に向けまして、さまざまな角度

から市としてできる範囲で、ＭＧＩの要請に

応じながら努力していかなければならない

と、このように認識しております。

以上であります。（発言する者あり）

申しわけありません。バラ焼きの件でござ

います。

バラ焼きにつきましては、今後、市あるい

はまた商工会の活性化事業というのが幾つか

ございます。そのような事業の進展の中で、

各個店の皆様から積極的なそういったアイデ

アを提案していただき、そして、それらの提

案が議員さんのお考えの、そういうふうなも

のに固まりましたら、市としても検討してい

きたいというふうに思っております。

以上であります。

教育長。○副議長（山本弥一君）

藤田議員さんの再○教育長（横岡勝栄君）

質問にお答えさせていただきます。

第１点目の、地下２階に何があるのかとい

うことですが、地下２階、およそ３３６平方

メートルということになっているのですが、

主に書庫、そのほか、御存じのように作業

場、車庫、それから機械室ということになっ

ております。

その書庫には、主に２万６,８００冊の小

説が中心となって書庫におさめられておりま

す。

それから第２点目の、地下になぜポンプが

あるのかということでありますが、御存じの

ように、あの地下、今話したように車庫も機

械室も作業場も、それから書庫もあります。

特に斜路から、すなわち道路から雨水が流

れ落ちます。特にあそこら辺は、車庫のあた

りが大変雨水が流れ落ちます。それから、地

下からの湧水というのもあります。わき上

がってくる水、それの対策ということで、ポ

ンプを常に常置しているということでありま

す。御理解ください。

終わります。

６番。○副議長（山本弥一君）

まず、教育長から再○６番（藤田光彦君）

質問させていただきます。

あの地下２階には、明治以来からの行政文

書がたくさん保管しております。我々にとっ

ての財産です。そういう大事な書物がいっぱ

いある。これを雨水によって被害を行政文書

に受けるということで、我々の歴史をなくす

ことなのです。ですから、もっとしっかり対

応、速急に対処しなければ大変なことになる

と私は思っております。

それから、市長、１２月当初の定例記者会

見、もし記者の方が質問を出さなければ、Ｍ

Ｇプラザに関しては答弁しなかったつもりで

したか。

それから、副市長、先週の中心市街地活性

化対策特別委員会で、副市長は、できるだけ

市民に対して、これから公表していくと言い
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ましたけれども、できるだけとはどういう意

味かちょっと聞きたいのですよ。定期的に公

表していくのか、それもできるだけの基準は

どこで判断して、どういうふうに市民に対し

てＭＧプラザの現状を公表していくか、そこ

を知りたいと思います。

それから、このＭＧプラザに関しては、先

ほど言ったとおり、事業主体者の資金がない

ということが主なる原因なのです。それに対

して、市が積極的に事業主体者の要請に基づ

いて支援するということは、そういうふうに

資金面も含めて支援していくと、そういう考

えもあるわけですか。

市長。○副議長（山本弥一君）

二つの御質問であろ○市長（種市一正君）

うと思います。

一つは、定例会を控えて、記者会見のとき

に質問が出なくても、そういう報告をする予

定であったかというようなことであります。

予定であるかないかは別としても、一つの

区切りというか、ＭＧＩが所定のことをクリ

アして、入札して発注をしたと、会社が受注

して、今までずっとやってきたわけでありま

す。これまでも説明したとおり、何回かのそ

ういう見直しをしながら今日に来たと。

しかしながら、御案内のようになかなか工

事が進まないというようなこともあって、恐

らくＭＧＩとしても、これでは大変だという

ようなことで、契約破棄をするというような

ことになったわけでありますので、そのこと

が一つの区切りでありますので、やはりその

ことはお知らせをする必要があるなというよ

うなことで、あえて申し上げたわけでありま

す。

それから、市の支援という、先ほどから申

し上げておりますけれども、できる限りのと

申し上げております。これは、チェックの問

題もあって、そういう能力があったのか、な

いのかという話もありますけれども、これは

当然、全体を見まして、これが妥当だという

ことでクリアをしたわけであります。

ただ、融資の問題は、これは別の問題で

あって、我々がよいと思っても、貸すほう

は、やはりそのことをしっかりと見きわめて

判断するものでありますから、これは、貸せ

とか、あるいは云々というようなことは私か

らはなかなかできないだろう。しかも、それ

以上の、市として援助できるのかといえば、

これもなかなか難しい話だろうと思っており

ますので、限られた中で支援をしていくと申

し上げております。

以上であります。

副市長。○副議長（山本弥一君）

再々質問にお答え○副市長（大塚和則君）

をいたします。

特別委員会の発言でのことだというふうに

思いますが、この件につきましては、私が

言った趣旨は、ＭＧＩと連携をとりながら、

できるだけという意味合いでございますの

で、御理解をいただきたいと思います。

教育長。○副議長（山本弥一君）

お答えいたしま○教育長（横岡勝栄君）

す。

今後の対処、対応ということでありまし

た。現実に確実にその原因をやっぱり究明し

たいのであります。そういう意味で、今のと

ころ、雨が降って、現実にそういう事態が生

じた、それを最大のチャンスととらえ、原因

究明という考えを持っております。

以上であります。

以上で、６番藤田○副議長（山本弥一君）

光彦議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

３番奥本菜保巳議員の登壇を願います。

日本共産党奥本菜○３番（奥本菜保巳君）

保巳でございます。

それでは、通告に従いまして一般質問に入

ります。

第１の質問ですが、基地問題について伺い

ます。

ことし１月から運用された統合戦術地上ス

テーション、すなわちＪＴＡＧＳは、弾道ミ

サイルの熱を感知する早期警戒衛星からの情

報を車両型シェルターの中で処理し、着弾時
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間や地点を予測するシステムとなったもので

す。

このＪＴＡＧＳの問題は、何度も一般質問

で取り上げられました。配備に当たっても、

すぐには詳細は明かされず、配備完了してか

ら、強い要請のもと、ようやくＪＴＡＧＳ公

開が実現しました。しかし、地元住民団体は

招待されず、地元住民の不安は払拭されてい

ません。

また、配備に当たっての新聞記事にも、外

務省側から、日本の弾道ミサイル防衛能力が

強化されるとあったように、私はＪＴＡＧＳ

配備・運用は、基地機能強化に当たると認識

しております。

故鈴木前市長は、市民に負担を与えるよう

な基地機能強化に絶対反対を表明しておりま

した。鈴木市政の基本理念を継承する種市市

長の基地機能強化に対する現在の見解を伺い

ます。

次に、第２の質問ですが、財政問題の基地

交付金について伺います。

９月議会において、交付金が適正なのかと

いう質問をいたしましたが、適正でないと認

識しているとの答弁がありました。

固定資産税の代替的性格としての基地交付

金ということでしたが、それではなおさらの

こと、きちんとした課税対象である土地、建

物、償却資産を調査し、きちんとした適正な

額を納めてもらうのは当然の義務ではないで

しょうか。

市民の中には、退職後、年金のみの収入し

かないにもかかわらず、広い土地を持ってい

ることから税金が高く、納めるのが大変だ。

国保でも資産割があるので、保険料も高く、

年金のみの収入で納めるのは大変だという声

があります。その方々は、老後のための貯金

を崩したり、土地を売ったりして税金を納め

ています。

それとは対照的に、米軍は大変優遇されて

います。地位協定の取り決めでは、もともと

基地内の費用はすべてアメリカ政府と米軍が

負担することになっていました。

しかし、１９７８年から、思いやり予算と

称して、米軍駐留経費を日本政府が負担する

ようになりました。この思いやり予算は、１

９７８年度６２億円で始まり、２００８年度

には２,０８３億円にもなり、３４倍にも膨

れ上がりました。思いやる相手を間違えてい

ます。

また、三位一体改革のもと、地方交付税は

削減され続け、三沢市の財政も厳しくなって

います。

このようなことを踏まえ、適正な交付金を

しっかりと要求し、実現していただきたく、

これまでどのように国、県に対して要請行動

を起こしてきたのか、伺います。

次に、第３の質問ですが、農業問題につい

て伺います。

日本の食料自給率は、昭和４０年度の７３

％から、平成１０年度には４０％まで低下

し、それ以降は横ばいとなっています。

主な先進国と比べると、フランス１３０

％、アメリカ１１９％、ドイツ９１％、イギ

リス７４％となっており、主な先進国の中で

最低の水準に陥っています。

農業総産出額は、１９９６年の１０兆３,

０００億円から、２００６年には８兆３,０

００億円と、１０年間に２０％も減少しまし

た。

１９９５年からは、１００％自給できる米

まで、農家には減反を押しつける一方で、大

量に外米を輸入し続け、最近では学校給食に

まで使用されたと言われる汚染米が問題にな

りました。

また、水田畑作経営所得安定対策の名のも

とに、現実離れした規模拡大や法人化を押し

つけ、条件を満たさない農家を農政の対象外

にすることまで推し進めています。

農業予算も年々減り続けて、今年度の予算

は、２０００年度に比べ８,７００億円も削

減されています。

農業就業者は２０年間で半分に減り、深刻

な後継者難、担い手不足に陥っています。

こうした農業をないがしろにした国の政策
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によって、ほとんどの食料を輸入に頼ってき

た結果、輸入食品からの残留農薬の検出、遺

伝子組み換え食品の横行、ＢＳＥ牛肉などの

食の安全をめぐる問題も山積しました。

また、これまで飼料としていた輸入トウモ

ロコシ等が高騰し、養鶏、畜産農家の経営は

圧迫されてきました。

このような現状の打開策として、輸入飼料

高騰への対応と、耕作放棄地の活用に有効で

あると注目されたのが飼料用米づくりでし

た。国内自給率を高め、農業を活性化させる

ことを目的とした飼料用米プロジェクトとい

う環境保全型農業で、日本の先駆けとして、

山形県庄内地方で進められ、遊佐町と平田牧

場が共同で取り組み、粉末にした飼料米をま

ぜたえさを与えて育て、おいしい豚肉のブラ

ンド化に成功、東京日本橋の平田牧場豚肉料

理店が話題になっています。

また、藤崎町の常盤村養鶏農協が飼料米で

育て、玄米卵と名づけ販売し好評とのことで

す。

三沢においても、水田農業再生プロジェク

ト事業で市とおいらせ農協で組織する地域水

田農業推進協議会が主体となって、今年度か

ら飼料用稲の試験栽培を始めたと報道され、

大変期待をしているところです。

既にことしの収穫も完了しているとのこと

から、その試験栽培の結果と今後の展望を伺

います。

また、三沢市の農家の方々は、厳しい農業

政策が続く中、ゴボウやナガイモ、ニンニク

などの根菜で頑張っておられます。しかしな

がら、これからの三沢の農業を担う後継者・

担い手不足は深刻な問題です。

そこで、後継者・担い手の育成と確保につ

いて、市の具体的な政策を伺います。

次に、第４の質問ですが、障害者雇用につ

いて伺います。

障害者施策について定めた法律に、障害者

基本法があります。第１条には、「この法律

は、障害者の自立及び社会参加の支援等のた

めの施策に関し、基本的理念を定め、及び

国、地方公共団体等の責務を明らかにすると

ともに、障害者の自立及び社会参加の支援等

のための施策の基本となる事項を定めること

等により、障害者の自立及び社会参加の支援

等のための施策を総合的かつ計画的に推進

し、もつて障害者の福祉を増進することを目

的とする」。

第３条では、「すべて障害者は、個人の尊

厳が重んぜられ、その尊厳にふさわしい生活

を保障される権利を有する。２ すべて障害

者は、社会を構成する一員として社会、経

済、文化その他あらゆる分野の活動に参加す

る機会が与えられる」とあります。

しかしながら、現実には、障害者を取り巻

く環境はまだまだ不十分な状態で、障害に対

する認知も十分とは言えないのではないで

しょうか。

また、障害を持ったお子さんたちは、養護

学校高等部卒業までは行き場がありますが、

卒業と同時に就職する場も施設も限られ、ど

こにも行き場のない障害者の方々は家に引き

こもるといった現状があります。

三沢市においては、精神障害者保健福祉手

帳所持者が１８３名、身体障害者は１,５４

３名、知的障害者愛護手帳Ａ・Ｂ所持者が２

５５名いらっしゃるとのことですが、中には

届けを出していない方々もいるということ

で、実際にはもっと多くの障害者の方が潜在

していると見られています。

行き場のない障害のあるお子さんを抱える

親御さんたちは、自分たちが亡き後、この子

はこの先どうなるのかと不安を抱えていま

す。そのため、親御さんたちは、障害者も健

常者もない、皆が相互に人格と個性を尊重

し、安心して暮らすことのできる地域社会の

実現を心から願っています。

また、当面、障害者の雇用の場をもっと開

拓してほしいという要望が多く寄せられてい

ます。

障害者の雇用に対しては、法定雇用率と

いって、民間企業、国、地方公共団体は、障

害者雇用の促進等に関する法律に基づき、従
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業員数５６人以上の企業は１.８％の法定雇

用率が適用され、その場合に、相当する数以

上の身体障害者または知的障害者を雇用しな

ければならないとされています。

そこで、伺います。三沢市において法定雇

用率が適用される対象企業数と実雇用率はど

れくらいですか。

また、三沢市は、自治体としての法定雇用

率２.１％を満たしているのか、伺います。

次に、第５の質問ですが、緊急支援対策に

ついて伺います。

金融危機等の影響により、厳しい経営を強

いられている中小業者に対し、１０月３１日

にスタートした原材料価格高騰対応等緊急保

証とは、売り上げ減少または価格転嫁が困難

であることを市区町村長が認定した中小企業

が対象となり、民間金融機関からの融資を受

けるときに、信用保証協会が１００％保証

し、中小業者を支援する緊急保証制度です。

セーフティーネット保証の対象業種は６０

０業種に広げられ、中小企業庁は、赤字決算

や税金を滞納、分納している中小業者が活用

できるよう積極的に相談に応じると回答して

おり、文字どおり中小企業支援対策となって

います。

しかしながら、幾ら中小企業庁が赤字決算

や税金を滞納、分納している中小業者が活用

できるようにとは言っても、現実的には銀行

がすんなりと貸してくれるとは限らず、貸し

渋りは否めません。これでは、中小業者救済

と言っても絵にかいたもちになりかねない実

態があります。

そうした中で、三沢市は、自治体としてど

のように支援対策を行うのか、伺います。

また、商店街のある方からの声ですが、た

とえ融資を受けたとしても返済しなければな

らず、売り上げが上がらなければどうにもな

らないということでした。そのためにも、市

が発注、委託する業務で、市内の商店など、

市内業者を全面的に利用してほしいという声

がありました。

そこで、市が発注、委託する業務におい

て、学校、市立病院の給食材料、清掃管理に

おける市内業者の利用割合はどれくらいか、

伺います。

次に、９月議会でも取り上げました福祉灯

油ですが、三沢市は昨年度、ひとり親世帯、

３歳児未満の乳幼児を養育している世帯の非

課税世帯のみでした。他の市町村では、高齢

者世帯、障害者世帯も当然に対象とし、灯油

代助成を実施しました。

本年度も、黒石市、青森市、七戸町、東北

町などが、自治体独自に低所得者の方々を対

象に灯油代を助成する方針を固めています。

灯油価格は、値下がりはしているものの、

昨年に比べ大きな差はなく、物価は高騰して

います。三沢市も、生活苦を強いられている

方々に対しての支援策を早急に打ち出すべき

だと思います。

また、身体障害者、精神障害者保健福祉手

帳１級及び愛護手帳Ａ・Ｂ所持者の方を対象

に、年末一時給付金として実施してきた障害

者歳末援護費支給事業が、今年度から廃止に

なったことが広報に載っていました。またし

ても福祉切り捨てかと大変憤慨いたしまし

た。このことからも、障害者の方々も福祉灯

油の対象に加えるべきだと思います。

今年度も福祉灯油を実施する考えはある

か、また、実施した場合の対象世帯を拡充す

る考えはあるか、伺います。

次に、第６の質問ですが、三沢市環境基本

計画におけるごみの減量化とリサイクルの推

進に向けた取り組みについて伺います。

近年、地球温暖化が進む中、地球温暖化と

ともに環境問題に大変関心が寄せられていま

す。

環境問題の中でのごみ問題も重要課題で

す。現在、ごみのほとんどが、燃やして埋め

るということによって処理されています。ご

み焼却炉からは、炭酸ガス、水蒸気、有毒な

ガスが排気されます。このようなガスは、温

暖化ガスとして、異常気象など環境破壊の原

因にもなっています。

また、ごみを焼却した後に残る灰は、ダイ
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オキシン、環境ホルモン、重金属などの猛毒

物質を含むため、処理場に埋め立てられてい

ます。そして、このことによって土壌が汚染

されます。このようにごみを処理するという

ことは環境を汚染することなのです。

人類生存に欠かせない地球環境を考えたと

き、ごみの減量化やリサイクル化は真剣に取

り組まなければならない課題です。

先日、民生常任委員会の視察で大阪の阪南

市を訪れました。その際、市役所内のロビー

にリサイクルボードらしきものの展示物があ

り、目にとまりました。その展示内容は、市

民の方々が自身にとって不用になったものを

用紙に書き込んだり、写真を張ったりなどし

て、欲しい方に無償で提供するといったもの

でした。

私は、以前、建築関係の仕事をしていたと

きに、家を新築したりリフォームした際、新

しい家に合わせて家具や電化製品を新調し、

まだ使えるエアコンなど、物の処分に困って

いた施主さんのことを思い出しました。リサ

イクルショップに持ち込んでも二束三文で、

物によっては処分費を取られるので、もらっ

てくれる人を探してほしいと頼まれ、大工さ

んや施工業者の方々に引き取っていただいた

ことが多々ありました。

このことからも、リサイクルボードは喜ば

れるのではないか、また、ごみの減量やリサ

イクルに結びつくのではないかとひらめきま

した。

阪南市の職員の方から、今のところトラブ

ルは発生していないということで、三沢市に

おいても広く市民の皆さんに利用していただ

くリサイクルボードを展示する考えはある

か、伺います。

以上をもちまして、一般質問を終わりま

す。

ただいまの３番奥○副議長（山本弥一君）

本菜保巳議員の質問に対する執行部の答弁を

求めます。

市長。

奥本議員さんの御質○市長（種市一正君）

問のうち、基地問題については私から、その

他については関係部長等から答弁させますの

で、御了承願いたいと思います。

奥本議員さんの御質問の第１点目、基地問

題についてお答えをいたします。

基地機能強化に対する現在の見解とのこと

でありますが、前にも述べた経過があると思

いますけれども、基地機能強化の判断につき

ましては、それぞれの事例により、基地の態

様の変化や、あるいは市民に与える影響の状

況等に検討を加え、最終的には市議会の皆様

方の御意見を踏まえまして、慎重に判断する

必要があると、このように考えております。

一例を挙げさせていただきますと、昨年行

われました米軍三沢基地へのＪＴＡＧＳ配備

の際には、三沢基地には従来から通信施設が

設置されていたこと、また、航空機や部隊の

大幅な増加や施設の大規模な拡充強化を伴う

ものではないと考えたこと。さらには、従来

の三沢市連合町内会、三沢市基地周辺町内会

連合会及び経済４団体に加えまして、新たに

２０の各種団体から幅広く御意見などを聴取

いたしまして、そして何よりも、申し上げま

したが、市民の代表である市議会の皆様方の

御意見を尊重いたしまして、総合的に勘案

し、結果的に三沢基地の強化につながらぬも

のであると判断したところであります。

いずれにいたしましても、市民生活に大き

な影響を与えるような基地の強化には、反対

の立場をとってまいりたいと考えております

ので、御理解を賜りたいと思います。

企画財政部長。○副議長（山本弥一君）

財政問題の○企画財政部長（中村純孝君）

御質問にお答え申し上げます。

本年第３回定例会において御答弁申し上げ

ましたとおり、基地交付金が固定資産税の代

替的性格を有する交付金であるという観点か

ら、現在の交付額は適正な交付額ではないと

認識しているところであり、これまでも三沢

基地対策特別委員会をはじめ、全国の基地所

在市町村が加盟する全国基地協議会や全国市

議会議長会基地協議会及び渉外知事会を通
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じ、国に対して予算の増額等をお願いしてき

たところであります。

具体的な要望内容といたしましては、固定

資産税相当額に見合う予算の確保をはじめと

して、現在、対象外となっている防衛施設周

辺の緩衝地帯など、国が買い入れた土地を対

象資産に加えることや、自衛隊が使用する全

資産を対象とすることなど、対象資産の範囲

の拡大に関することや、５年ごとに実施され

ている国有財産台帳の価格改定を固定資産税

の評価がえの時期と一致させ、３年ごとと

し、さらには実態に合うよう国有財産の台帳

価格と固定資産税の評価水準、評価方法等を

統一することなど、対象資産の価格改定に関

することを特に強く要望しているところであ

ります。

今後も交付金の増額に向けて要望を続けて

まいりたいと考えております。

以上です。

経済部長。○副議長（山本弥一君）

農業問題の第１○経済部長（桑嶋豊士君）

点目、飼料用稲の試験栽培の収穫の結果と今

後の見通しについてお答えをいたします。

飼料用稲の試験栽培につきましては、飼料

価格の高騰に伴う飼料の代替作物として、ま

た、当市の耕作放棄水田の解消につながる有

効な手段の一つと考え、農協、市、県などの

関係機関で組織をする三沢市地域水田農業推

進協議会が主体となり、耐冷多収品種の選抜

や販路の確保などを模索しながら、今年度よ

り３年計画で進めているところであります。

今年度は、特に飼料用稲として、青森県指

定品種の候補でもある多収が期待できるふ系

２１１号及び青系１５８号と、主食用米で多

収品種であるむつほまれ並びに飼料米専用品

種のべこごのみを対比するため、三沢市でも

特にやませの厳しい北部地区で試験を行いま

した。

その試験結果につきましては、出穂開花期

の低温の影響によりまして、目標収量として

おりました反収１０アール当たり６００キロ

グラムには届かなかったものの、ふ系２１１

号で５５０キログラム、次いで、青系１５８

号は５２８キログラムで、まずまずの収量で

ありました。

むつほまれは４１４キログラム、飼料米専

用品種でありますべこごのみは３３３キログ

ラムで、やはり冷夏の影響を受けやすい品種

は当地域には適さないというふうな結果とな

りました。

また、コストの削減を検討するため、一部

牛の尿を肥料として追肥に取り込みました

が、思いのほか収量は上がらず、生産普及さ

せるためにも、今後も継続をして、適量施肥

の試験がさらに必要と考えております。

いずれにしましても、農産物の生産は天候

に左右されるため、耐冷多収品種の選抜が重

要となります。

次年度は、生産コスト削減の取り組みとし

まして、直播栽培、それから耕畜連携の取り

組みとしまして、栄養価が高く、長期保存が

きくため、安定給与の行えるホールクロップ

サイレージの生産にも取り組んでまいりたい

と考えております。

今後の展望につきましては、当市における

耕作放棄地の解消による水田農業の再編と、

安価な飼料提供を目指し、やませ地帯に合っ

た多収品種の選抜試験を継続し、コスト削減

を踏まえた採算性のとれる栽培手法や農地の

集積あるいは圃場整備を促進いたしまして、

生産効率向上に向けた取り組みを行ってまい

りたいと考えております。

また、主食用稲の販売額１キログラム２０

０円程度に比べまして、飼料用稲の平均販売

額は１キロ２０円程度と安く、採算性がとれ

ないという問題がございます。そのため、国

では飼料用稲とホールクロップサイレージの

作付拡大を目指しており、取り組んだ場合に

は新たな助成を行うというふうなことが現在

検討されております。

今後も国の補助制度を活用しながら、引き

続き試験栽培を継続し、栽培の普及拡大に取

り組んでまいりたいと考えております。

次に、農業問題の第２点目、後継者・担い
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手の育成と確保についてお答えをいたしま

す。

近年、農業を取り巻く環境は非常に厳しい

ものがあります。特に、これからの農業を支

えるであろう青年農業者の不足、高齢化の進

展、後継者不足など、将来を憂慮せざるを得

ない農業生産の構造的課題に直面していると

ころでございます。

市におきましても、今までのように農家子

弟が後を継ぐだけではなくて、他産業を含め

たさまざまな分野から、意欲があり、すぐれ

た人材を確保することが必要とされる時代に

なったと認識をしているところでございま

す。

魅力ある職業として、農業を選択してもら

うためには、農業の将来に明るい展望を見出

し、若者が農業に向け、だれもが農業に取り

組みたいと思う、夢があり、実りが伴う農業

経営の実現が求められていると考えておりま

す。

このような状況におきまして、国では、本

年１２月２日、平成１７年に策定した食料・

農業・農村基本計画にかわる新たな基本計画

の検討を始めると発表したところでありま

す。その説明の中で、効率的かつ安定的な農

業経営や、新規就農者の確保が重要な課題で

あると位置づけ、今後、国民各層の幅広い参

画のもとに、１年程度をかけまして徹底的に

論議をし、現在の基本計画を見直しするとい

うこととしております。

さて、当市におきましては、新規就労者、

認定農業者を支援するため、三沢市担い手育

成総合支援協議会を組織しまして、各種相談

活動を展開しており、今年度は、新たに協議

会の下部組織としまして、認定農業者５名か

ら成るアクションサポート会議を立ち上げま

して、農業者みずからの視点に立った担い手

支援対策、新規就労者支援対策につきまし

て、具体的な検討を重ねているところでござ

います。

また、最近は、国の規制緩和によりまし

て、企業による農業参入が可能となり、農地

の整備や機械リースなどの支援策も拡充し、

他産業からの問い合わせもあることから、そ

ういった取り組みに対しまして、関係機関と

相談をしながら、きめ細かな対応を図ってま

いりたいと考えております。

さらに、将来を担う青年農業者の活動に対

しまして、例えば新作物の開発など、若者が

意欲を持って農業に取り組むような支援策を

市では現在検討しているところでございま

す。

いずれにしましても、一朝一夕には農業者

確保の有効手段を見出すことはできません

が、農業生産の底上げを図る地道な活動を展

開しながら、行政と関係団体が一丸となっ

て、将来を展望できる農業経営ビジョンの確

立に取り組み、活性化を図ることで、農業に

取り組もうという環境づくりを進めてまいり

たいと考えております。

次に、御質問の雇用問題についてのうち、

まず、三沢市内の事業所における状況につい

てお答えをいたします。

障害者の法定雇用率が適用される三沢市内

の企業数と、その企業の障害者雇用率につい

て、三沢市のほか、おいらせ町、六戸町の１

市２町の雇用状況を管轄する三沢公共職業安

定所に確認をいたしましたところ、安定所管

内において対象となる民間企業数は２６社

で、実雇用率は１.５７％となっており、９

社が法定雇用率である１.８％に満たないと

のことでございました。

未達成の企業に対する対応につきまして

は、国において、雇用計画づくりを指導して

いることから、市におきましても、事業所全

般に対して啓発等に努めてまいりたいと考え

ております。

総務部長。○副議長（山本弥一君）

雇用問題につい○総務部長（糸井健二君）

ての市役所における障害者雇用についてお答

えいたします。

議員さん御質問の法定雇用率につきまして

は、地方公共団体に対する制度が適用され、

教育委員会以外の機関と教育委員会に分かれ



― 49 ―

て雇用率が定められております。

まず、教育委員会以外の機関である市長部

局や水道と議会事務局、農業委員会事務局な

ど、全体の法定雇用率につきましては２.１

％となっております。

平成２０年６月１日現在、これら市長部局

等においては７名の障害者を雇用しており、

実雇用率は２.１８％と、法定雇用率を達成

しているところであります。

次に、教育委員会でありますが、法定雇用

率につきましては２.０％であり、平成２０

年６月１日現在、２名の障害者を雇用してお

り、実雇用率は５.６６％となっているとこ

ろであります。

以上でございます。

民生部長。○副議長（山本弥一君）

御質問の環境問○民生部長（宮崎倫子君）

題についてお答えいたします。

ごみの減量とリサイクルにつきましては、

昨年度策定いたしました三沢市環境基本計画

において、計画の基本目標の一つであります

地球環境の保全における基本施策の中にも取

り上げておりますが、これまでの大量生産、

大量廃棄、あるいは化石燃料などの消費拡大

などが環境汚染や、現在、世界的な問題と

なっている地球温暖化につながったと言われ

ております。

市といたしましても、ごみの減量とリサイ

クルの推進について、これまでさまざまな形

で取り組んでまいっているところであり、三

沢市が実施しております紙や瓶・缶などの資

源物収集業務もその一環であります。

御質問のリサイクルボードの設置につきま

しては、個人や各種団体などが中心となっ

て、不用品バザー、フリーマーケット等が各

地で開催されており、今後、このような取り

組みがますます盛んとなり、ＮＰＯ結成な

ど、さらなる機運が高まることを期待するも

のであります。

市といたしましても、リサイクル事業の推

進を図っていくため、このような方々からの

要望があれば、設置場所なども含めまして支

援してまいりたいと考えております。

以上であります。

健康福祉部長。○副議長（山本弥一君）

灯油代補○健康福祉部長（米田光一郎君）

助についてお答えいたします。

灯油代の助成につきましては、平成１９年

度に、原油価格の高騰に伴い、灯油代の価格

も上昇したことから、冬季暖房に係る生活弱

者の経済的負担の軽減を図ることを目的に、

子育て支援に特化する形で実施いたしまし

た。

その後、灯油価格の推移は、本年８月を

ピークに値下がり傾向を示し、１２月２日現

在の調査では１リットル８０円を割り込んで

おります。昨年の同時期、１リットル９３円

と比較しても安く、さらに値下がりが予測さ

れておりました。本日の新聞報道によります

と、６０円の表示も出ておりました。

このことから、御質問の灯油代の助成につ

きましては、現段階においては実施する考え

がございませんので、御理解賜りたいと存じ

ます。

経済部長。○副議長（山本弥一君）

御質問の緊急支○経済部長（桑嶋豊士君）

援対策についての第１点目、中小企業への支

援策についてお答えをいたします。

景気後退の中、政府の総合経済対策により

まして、１０月３１日から中小企業への緊急

保証制度が実施されております。それとほぼ

同時期に、資金需要の多い年末に向けて、企

業の資金ニーズにこたえるために、三沢市と

三沢市商工会、市内金融団及び政府系金融機

関、青森県信用保証協会の関係者が懇談会を

持ちまして、各金融機関に対し、迅速な融資

への協力が要請されたほか、さらに１１月に

は、三沢市商工会館におきまして、青森県、

三沢市、三沢市商工会、政府系金融機関の中

小企業施策担当者が、中小企業者へ経営相談

窓口を開設いたしましたところでございま

す。

さらに、９月議会において、三沢市の中小

企業支援策として御答弁申し上げた、三沢市
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簡易小口資金特別保証制度と、三沢市中小企

業近代化資金特別保証制度につきましても、

同様の制度を実施しております十和田市とも

連携をとりながら、金利の引き下げを市内金

融団と交渉している状況にございます。

今後におきましても、国や青森県、三沢市

商工会等と協力をしながら、中小企業支援に

努めてまいりたいと考えております。

教育長。○副議長（山本弥一君）

緊急支援対策につ○教育長（横岡勝栄君）

いての第１点目のうち、学校の給食材料、清

掃管理で、市内の業者を利用している割合は

どれくらいなのかという御質問についてお答

えいたします。

三沢市学校給食センターでは、栄養バラン

スのとれた献立作成及び安全・安心な食材を

確保、地産地消の促進を図りながら、新鮮な

地元農産物や加工品の確保に努めておりま

す。学校給食は、１日約４,００７食分の給

食を年間約２００回供給しております。

御質問の給食材料の市内業者の納入割合で

ございますが、全２１社のうち市内業者は１

０社で、約５０％の業者が食材を納入してお

ります。

次に、清掃管理等につきましては、主に調

理業務及び清掃業務委託、給食搬送業務委

託、その他施設管理等の業務は全１１業務あ

ります。そのうち市内業者は８業者で、約７

０％であります。

また、学校の清掃管理につきましては、校

舎窓清掃業務委託、受水・貯水槽清掃業務委

託、その他施設管理等の業務は、小中学校合

わせて４６業務あります。そのうち市内業者

は３２業者で、約７０％であります。

なお、今後につきましては、業務遂行可能

な条件が整った市内業者の利用促進を図って

まいりたいと考えております。

以上でございます。

病院事務局長。○副議長（山本弥一君）

緊急支○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

援対策についての第１点目のうち、市立三沢

病院の給食材料及び清掃管理等についての御

質問にお答えいたします。

市立三沢病院における給食業務は、医療法

に基づく治療行為の一環として行われている

ものであり、医師の指示のをもと、症状の回

復促進を図る治療食として提供することか

ら、食材については新鮮で安全なものを最優

先に購入するよう努めております。

御質問の給食材料の市内業者の納入割合で

ございますが、全２８業者のうち市内業者は

１７業者で、約６１％となっております。

次に、清掃管理等の委託につきましては、

清掃業務、警備業務及び防火設備保守点検業

務など、全２０業務について委託を行ってお

りますが、そのうち市内業者は１８業者で、

９０％となっております。

以上でございます。

３番議員。○副議長（山本弥一君）

基地機能強化に対○３番（奥本菜保巳君）

してですけれども、基地機能強化ということ

に対して、解釈とか認識とかいろいろあると

思うのですが、基地が機能強化されるという

ことは、騒音や治安や戦闘機墜落事故などの

リスクが大変高くなる、住民に負担を与える

ということになります。

ぜひとも、種市市長さんには毅然とした態

度で、市民の命と安心を守るために奮闘して

いただきたく、期待したいと思います。

そして、適正な基地交付金額の配分実現に

向けて、さらなる力強い交渉を続けて、それ

を市民の利益のために、福祉充実のために

使っていただきたいと思います。これは、済

みません、質問ではなく要望でございます。

中小企業支援対策ですけれども、できる限

り中小企業支援のため、行政として、１００

％市内業者を利用するということはまだ可能

ではないと思いますけれども、極力そのよう

に努力をしていただきたい。特に、こういう

大変な時期ですので、そのように向けていた

だきたい。これも済みません、質問ではあり

ませんが。

再質問について、２点させていただきま

す。
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まず、農業問題についてですけれども、農

業の担い手について伺います。

部長さんの答弁から、三沢市担い手育成総

合支援協議会等が、新規参入のための各相談

業務を行っているというふうに、努力されて

いるということは非常に感じたのですけれど

も、何か農業をやりたい人がいれば相談に乗

るといった、ちょっと受け身的な感じが、取

り組みが感じられるのですね。もっと積極的

に、農業の担い手の確保に向けた活動、広報

が必要ではないでしょうか。

例えば、新聞記事にも載っていましたけれ

ども、ＮＴＴデータという情報システム会社

が、沖縄県石垣で、地元の知的障害者を雇用

して農業ビジネスを始めるとありました。そ

して今後、他の地域でも地元農家の協力を得

ながら同様の事業を進める方針というふうに

出ていました。

このような企業にアプローチをしたり、ま

た、９月議会で野坂議員さんも提案されてい

ましたが、自衛隊のＯＢの団体の方々へのア

プローチ、都会に行って、都会人を対象に農

業をやりたい人を募集するとか、あと、地元

の農家の方々と連携しながら、積極的に説明

会を開催するといった、本当にそこまでやら

ないと大変だと思います。

そこで、再度、協議会が、具体的に積極的

な対策、これをどのように考えているのか、

伺います。

次に、もう一つ、障害者の雇用について再

質問させていただきます。

障害者の就労支援ということを考えた場合

に、また、法定雇用率を満たすためには、企

業や本人に任せるのではなくて、行政として

就労支援の方法を考える必要があるのではな

いでしょうか。障害者と、その保護者と、企

業とを橋渡しする就労支援員といいますか、

調整役、コーディネーターが必要だと思いま

す。障害者の方々の個性、適性に合った仕事

を探して、希望の企業に紹介するといった

コーディネーターの存在が私は重要だと思っ

ています。

そこで、三沢市において、コーディネー

ター等の支援員の窓口を設置する考えがある

か、伺いたいと思います。

以上で終わります。

答弁願います。○副議長（山本弥一君）

経済部長。

ただいま、新規○経済部長（桑嶋豊士君）

農業の参入ＰＲというふうなことで、協議会

はどうなのかというふうなことでございます

が、協議会は、どちらかといえば受け入れ態

勢というふうな部分がございます。例えば、

農業へ参入する場合には、農地の確保とか、

あるいはまた機械の導入、資金の導入と、そ

れからまた農業経営、そしてまた技術的な面

というふうなことで、どちらかといえば協議

会は受け入れ態勢というふうな、そういうふ

うな役割を担っています。

そのほかの、そういうふうな各方面へのＰ

Ｒ、あるいはまた、取り組みをどうするのか

というふうなことでございますが、これにつ

きましては、現在、産業政策課のほうで、新

たな企業による農業参入というふうな働きか

けを行っているところでございます。

ただ、これにつきましては、もちろん議員

さんが言われた雇用の確保とか、あるいはま

た、そういった経済的な影響が非常に大きい

のではないかというふうなことも確かにござ

います。しかしながら、その一方で、当市の

農家と、例えば作付品目等で競合するという

ふうなことで、農家に悪影響を及ぼすという

ふうなことも懸念されるところでございま

す。

市としましては、そういったことのないよ

うな形で、品目等々競合しないような企業、

そういうふうなものについて、現在、数社と

働きかけを行って、そしてまた、経済の振興

とか、それからまた雇用面とかというふうな

部分について十分吟味をしながら、そういっ

たＰＲをしているところでございます。

青森県をはじめ、いろいろな情報を入手し

ながら、そういった方面で今後とも努力して

まいりたいというふうに思っております。
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それから、行政として、就労指導員の窓口

というふうなことでございますが、これにつ

きましては、担当部局等と、この実情等につ

いて話し合っていきたいというふうに思って

おります。

以上であります。

健康福祉部長。○副議長（山本弥一君）

障害者の○健康福祉部長（米田光一郎君）

就職に関するコーディネーターの件でござい

ますが、福祉事務所内に、現在、生活保護に

陥った方々で若い方、比較的若い方、健康で

ある方、そのような方の就職を、ハローワー

クのほうに行って情報をとったり、企業と交

渉するような活動をしている支援員の方がお

ります。その方々が、母子家庭や障害者の方

も希望があれば受けることになっておりま

す。

以上です。

以上で、３番奥本○副議長（山本弥一君）

菜保巳議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

７番天間勝則議員の登壇を願います。

７番、市民クラブ天○７番（天間勝則君）

間勝則でございます。通告に基づいて、順番

に２問質問させていただきます。

先月、厚生省元政務次官関連の殺傷事件が

ありました。大変痛ましい事件であります。

厚生省への逆恨みの犯行であったようであり

ます。このような、被害者がわけがわからな

いまま、飛び火しての犯行は極めて遺憾だと

思います。

また、千葉県東金市の女児殺害事件を見て

も、最近、殺人事件がふえているような気が

いたします。

最近では、犯人が犯行後、マスコミの取材

を受けている傾向を目にします。平然とイン

タビューに答えている姿に、首をかしげる思

いであります。

私は、今この場に立って、大変緊張して声

が詰まる思いでいるわけでございますが、そ

れはそれとして、まずは、被害者の方々にお

見舞いと御冥福をお祈りいたします。

今後も、いろいろな事件、自殺等が多くな

ると予想されます。不況、政治不信等の影響

が誘発させるかもしれません。私たちもこの

ことを踏まえ、待機をしなければならないと

考えます。

その中で、今、アメリカのサブプライム

ローンに端を発し、世界の経済が混迷してい

る昨今、日本においても、その影響で株価の

下落等、国民に対しても打撃も大きいと思わ

れます。経済の不況も深刻であります。大手

企業の何千人もの雇用解雇等、かつてない現

状が進んでおります。

また、我が国の中小企業を含め、８０％が

赤字経営と言われております。三沢市におい

ても、現状は極端に変わらないと思います。

建築関連業者をはじめ、商工業者の方も大変

厳しい状況との話であります。

三沢市においては、三沢病院建設が三沢市

内業者に１００％発注されたことは、三沢市

経済に対しても大きな影響を与えると考えま

す。大変すばらしいことだと思います。

このようなことが、大小かかわらず三沢市

内の業者に優先的に発注をしていくべきだと

考えます。三沢市内で調達できる物品は、三

沢市内で消費することが必要だと思います。

確かに、入札での発注もあるでしょう。し

かし、市内の店主の方が嘆いておりました。

当社も入札には参加しているのだけれども、

他市の業者が何％か安いのでしょうね。市外

の業者が入っていますよ。私どもは、三沢の

催事に対して寄附もするし、協賛もしている

けれども、他市の業者はそこまで考えている

かなということであります。

いずれにしましても、この不況でありま

す。市行政としても、三沢市商工振興のため

に、その店、企業の規模に合わせて、公平、

平等に発注をいただき、三沢市の活性化の一

助になればと考えます。

また、このたびの指定管理者適用施設も大

分拡大しております。民間移行は、財政の観

点からもよいことだと思いますが、中身であ

ります。今回は県外の業者も指定されている
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ようでございます。

このように拡大してまいりますと、今まで

三沢市から発注を受けていた業者は、今後は

どうなるだろうか、不安に感じております。

この不安を払拭するためにも、指名業者に、

地元優先に利用していただくように喚起して

いくべきだと考えます。

そのようなことから、商工業景気低迷につ

いて、三沢市内商工業者、景気低迷の折、三

沢市で消費する物品については地元業者優先

に発注すべきだと考えますが、当局のお考え

を伺います。

次に、生活環境についてであります。

下水道工事が進み、環境衛生が著しく整備

されていることは、大変よいことだと思って

おります。

しかしその反面、下水道につながる側溝が

泥、ごみ等が詰まり、雨の多い日には玄関ま

で冠水したり、夏には虫等が大量発生した

り、被害時、衛生面で大変困っているところ

もあるということです。

役所においても、３年、４年に１回ぐらい

は清掃処理は行っているということですけれ

ども、１年に１回は清掃処理を行っていただ

きたい。できれば、夏の前、６月ごろに行っ

ていただきたいということであります。特

に、店の玄関先などで、虫が発生する時期は

特に困っているということなので、質問いた

します。

このように市内の側溝の機能が不良になっ

て、災害時、衛生面において困っている箇所

があります。当局では、このことに対して対

処すべきだと考えますが、当局の考えを伺い

ます。

この２点で、一般質問を終わります。よろ

しくお願いいたします。

ただいまの７番天○副議長（山本弥一君）

間勝則議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

天間議員さんの質問○市長（種市一正君）

のうち、地元物品の消費については私から、

その他については関係部長から答弁させます

ので、御了承願いたいと思います。

御質問の地元物品消費についてであります

が、景気低迷が続く中にありまして、市内の

商工業の活性化のためにも、地元業者へ優先

的に発注すべきではないかとのことでありま

すが、建設工事や業務委託、あるいは物品等

の発注に対する市の基本的な姿勢は、競争

性、公平性、透明性の確保に留意した上で、

これまでも地元業者で施工可能な工事や調達

可能な物品などは、できる限り地元業者に発

注してきております。

今年度４月から１１月末までに市が支出い

たしました工事、業務委託などのうち、支払

い額の８１％、約２７億５,５００万円が市

内の業者に支払われておりまして、市内の経

済活性化に役立っているものと考えておりま

す。

市といたしましては、引き続き地元業者の

育成、あるいは市域経済の発展と雇用の拡大

につながるよう、できる限り地元業者への発

注に努めてまいりたいと、このように考えて

おります。

私からは、以上であります。

建設部長。○副議長（山本弥一君）

議員さん御質問○建設部長（吉田幸男君）

の２点目、生活環境についてお答えいたしま

す。

市民生活に密着した生活道路の側溝は、市

民が快適に暮らしていく上で大変重要な施設

であり、また、その維持管理は必要不可欠な

ものでございます。

通常、道路の側溝は、雨水排水を処理する

ことを目的として設置されておりますが、中

には、家庭内の雑排水を側溝に接続し流して

いるお方もおり、悪臭や虫の発生のほとんど

が、その雑排水から流れ出たごみや汚水が原

因となっております。

その対策として、市では、雑排水を側溝に

接続している市民の方々に、清潔で住みよい

まちづくりのために、側溝に家庭内の雑排水

を流さないようにお願いしております。
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また、側溝の清掃でありますが、市道は総

延長で３４２キロメートルありまして、その

道路に附帯する側溝すべてを市が毎年清掃す

ることは困難であることから、市では春と秋

のクリーン大作戦の際に、各町内会に御協力

をいただいているところであります。

しかしながら、中には、高齢者が多い地域

や側溝のふたが上げられない箇所もあること

から、そのような箇所につきましては、町内

会及び市民の要望等をもとにパトロールを行

い、ごみや泥等が多く堆積している箇所は市

で側溝清掃を実施しております。

さらに、市街地には、地域によって古く

なった側溝も数多くあり、場所によっては、

たるんで常時水たまりになっている箇所もあ

りますので、計画的に側溝の改修を実施して

きております。

今後は、引き続き側溝の改修及び清掃を実

施するとともに、家庭の雑排水を側溝に流し

ている方々に、流さないよう指導してまいり

たいと考えております。

以上でございます。

７番。○副議長（山本弥一君）

再質問させていただ○７番（天間勝則君）

きます。

このたびは基地対策委員会においても、防

衛省に地元利用を要請しておりますことか

ら、三沢市みずから率先垂範して、地元を活

用していくべきだと私も考えております。

また、先ほどもありましたように、本来で

あれば定額給付金も、できれば地域振興券と

いうふうな形は、まちが活性化するのではな

いかというふうなことも考えます。

ひとつ質問に入ります。入札はどのような

基準で選択しているのか、安いからなのか、

品質なのか、何かのメリットなのか。

もう一つは、一般の発注は何が基準である

のか、担当職員に一任しているのか、そうで

なければ、公平、平等に行うべきだと私は思

いますけれども、その辺もお伺いいたしま

す。

こういうふうなことから、ぜひとも三沢市

職員みずから地元を利用していただくという

ふうなことは、皆さんに喚起していくべきだ

というふうに思いますけれども、どのように

思いますかというふうなことの問いでありま

す。

もう一つは、いろいろとあると思います

が、やはり指定業者に地元を使っていただく

ようにお願いしているのかどうなのか。何も

なく、はい、どうぞというふうな形で行われ

ているのか、その辺もお聞きしたいと思いま

す。

また、側溝のほうでございますが、これは

先ほども、やはり何件かあるというふうなこ

とであります。私が見たところも、構造上の

問題があるというふうなことで、行政のほう

でも言っているというようなことであります

けれども、それを直すというふうなことにな

ると、大工事になるというようなことで、ぜ

ひとも１年に１回掃除していただきたいとい

うふうなことでありますから、こういう箇所

が何カ所かあるのか、お伺いいたします。

以上、お願いいたします。

総務部長。○副議長（山本弥一君）

入札基準はどの○総務部長（糸井健二君）

ようになっているのか、指名業者のほうにお

願いをしているのかというふうなお尋ねであ

りますけれども、入札につきましては、市の

ほうで指名業者を選定いたしまして、そし

て、市のほうでやるものについて予定価格を

設定しております。その予定価格に、入札で

達したもの、これを厳正にやっております。

金額要件でその基準は定められております。

以上であります。

建設部長。○副議長（山本弥一君）

構造上、側溝を○建設部長（吉田幸男君）

改修しなければならない箇所としての点と思

いますので、お答えさせていただきます。

現在、計画的に側溝の改修を実施している

ところでございますが、昭和２７年から３５

年までの期間をクリアしました三沢第１区画

整理事業地内、中央町、桜町、松園町、幸

町、大町地区等でございますが、そこにつき
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まして、年間５,０００万円程度の改修費を

もって改修しております。

以上でございます。

以上で、７番天満○副議長（山本弥一君）

勝則議員の質問を終わります。

─────────────────

本日は、これを○副議長（山本弥一君）

もって散会いたします。

なお、明日も引き続き、一般質問を行いま

す。

御苦労さまでした。

午後 ２時５２分 散会


